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モ
ン
ゴ
ル
軍
の
ル
l
ム
侵
攻

サ

l
ヒ
ブ

・
シ
ャ
ム
ス
ツ
〕
ア
ィ
l
ン

兄
弟
関
の
ス
ル
タ
ン
位
争
い
の
開
始

ス
ル
タ
ン
位
争
い
の
再
開
と
パ
イ
ジ
ュ
の
第
二
次
ル
l
ム
侵
攻

兄
弟
に
よ
る
園
土
の
二
分

イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

I
ン
の
逃
亡
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1 2 2 

而
出

一
二
五
六
l
一
一
コハ

1 2 

む

す

び

t土

じ

め

西
暦
十
三
世
紀
チ
ン
ギ
ス

・
ハ
ン
の
ホ
ラ
ズ
ム

・
シ
ャ
I
朝
遠
征
に
始
ま
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
の
西
征
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
シ
ュ
レ
ジ
ア
、

中
植
部
を
直
撃
し
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
及
び
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
数
世
界
を
震
骸
さ
せ
る
一
方
、
西
ア
ジ
ア
で
は
イ
ラ
ン
、

エ
ジ
プ
ト
と
北
ア
フ
リ
カ
、

イ
ラ
ク
、

シ
リ
ア
等
の
イ
ス
ラ

l
ム
世
界
の

イ
ベ
リ
ア
半
島
部
を
除
く
イ
ス
ラ

1
ム
文
明
圏
の
殆
ん
ど
が
モ

ン
ゴ
ル
の
軍
馬
の
踏
む
所
と

な
っ
た
。
嘗
時
イ
ス
ラ

l
ム
世
界
の
一
端
を
形
成
し
、

西
暦
十
一
世
紀
以
来
セ
ル
ジ
ュ

I
ク
家
の
ス
ル
タ
ン
を
君
主
に
戴
い
て
き
た
小
ア
ジ
ア

(ル

l
ム
)
も
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
攻
を
克
れ
ず
、

一
二
四
三
年
バ
イ
ジ
占

・
ノ
ヤ
ン
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
攻
を
受
け
、

以
後
モ
ン

ゴ



一
二
四
三
年
以
降
十
四
世
紀
初
頭
の
滅
亡
に
到
る

ル
l
ム
・
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
(
ル

ー
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
)
の
歴
史
は
モ

ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
征
服
と
支
配
の
歴
史
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
モ

ン
ゴ
ル
侵
入
後
の
ル

l
ム
に
つ
い
て
は

①
 

古
く
は

C
・
M
・
ド
l
ソ
ン
が
有
名
な

「
モ
ン

ゴ
ル
帝
園
史
」
中
で
述
べ
て
い
る
の
を
初
め
、
ア
ナ
ト
リ
ア
・
ト

ル
コ
史
の
立
場
か
ら
C
・
カ

②
 

0
・
ト
ウ
ラ
ン
等
が
精
力
的
に
文
献
を
渉
識
し
て
そ
の
成
果
を
近
年
大
筋
と
し
て
刊
行
し
た
。

ル
人
の
征
服
と
支
配
を
受
け
入
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ー
エ
ン
、

し
か
し
な
が
ら
モ
ン
ゴ
ル
侵
入
後
の

ル
ー
ム
の
歴
史
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
先
皐
に
よ
る
業
績
の
蓄
積
に
よ
っ
て
も
向
明
ら
か
で
な
い
部
分
が
少
く
な
い
。

自
鐙
の
歴
史
と
関
連
し
て
小
ア
ジ
ア
(
ル
l
ム
〉
に
お
け
る
モ

ン
ゴ

ル
人
の
支
配
が
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
始
ま

っ
た
の
か
に
つ
い
て

は
未
だ
明
確
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

と
り
わ
け
モ
ン
ゴ
ル
帝
園

そ
れ
は
支
配
に
先
立
つ

モ
ン
ゴ
ル
人
の
ル

l
ム
征
服
の
過
程
が
充
分
に
検
誼
さ
れ
て
い
な
い
鴛
で

あ
る
。
本
稿
で
は
ル

I
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
の
歴
史
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
史
料
で
あ
る
イ
ブ

ン
・
ビ
l
ピ
l
の
記
述
を
中
心
に

モ
ン
ゴ
ル
侵

入
後
の
ル

l
ム
の
情
勢
を
検
討
し

特
に
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
ル
I
ム
の
征
服
が
い
か
な
る
過
程
を
経
て

完
成
さ
れ
た
か
を

明
ら
か
に
し
た

ぃ
。
そ
の
際
以
下
に
記
す
様
に
一
二
四
九
年
、

一
二
五
六
年
と
い
う
こ
つ
の
年
次
を
境
に
モ
ン
ゴ

ル
人
の
ル

l
ム
侵
入
の
年
で
あ
る

一
二
四
三

年
か
ら
ス
ル
タ

ン
A
N
N
同

-aUE
関
白
可
'
E
4
2印
二
世
の
園
都

コ
ニ

ヤ

O
口ロ

q
白
か
ら
の
逃
亡
の
年
で
あ
る

一
一
一六

一
年
ま
で
を
三
つ

の
時
期

に
分
け
、
各
期
間
に
起
っ
た
出
来
事
を
具
鐙
的
に
述
べ
て
ゆ
く
事
と
す
る
。

向
本
稿
で
用
い
た
史
料
と
そ
の
略
稿
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

kp
k
p
h
gロ
四
戸
内
た
与
と
-
K
同H
e
b
3
5、
bN・AhNbwqQHwhHN・門、さね可

QNaAhhb.qp
叶
号
W
H
E
2
B
-
。
5
0
N
2
E
5
3
}岡田
N
E
a白ロ

〉・

ω-HWHNr
〉ロ
-
S
E
u
H
g。
・
(〉
u
B
ω
o守
釦
烈
G
-
Z
H
-
N
C∞ω)

ミ
-kph
州
内
包
自
由
-
・
ロ
E
2
2
5予
ミ

5
3
H
a
E
h
a
N
-
b
E
Z
1
8
Q
〉

h
gを
お
可
R
Q
N・
と
と
タ
?
と
。
・
叶
ロ
E
P
〉ロ
E
P
E
t
-

m，・

2
・
C
N
Z
r
・
固
定
s.2
&
s
h叫
時
々

g
r
b
h
h叫
wbhた
ミ
H
.
3
2
3
M守
男
ミ
同
お
き
芯
い
き
ハ
〉
ロ
}
内
田
H
P
H
C
ω
N・

入山

8
3遣
問
~

359 

叫
4

・
h・~
メ
zw
同ナロ
H

ロ
メ
芯
玄
白
-
F
F
d司
ミ
ロ
ア
同
JAHU可同生自
民向
、おかきぬ・
5
、
呂
志
入
包
・)冨
阿
片
品
宮
ロ
グ
回
目
白
同
L
O
R
d
-
E
wω
〈

o
z-
FmF仏
g

h
r
F
oロ仏
o
p
H
C
H
M・
H@HAYHCω

、吋
・



J. 
T
.;

 R
a
s
h
i
d
 al-Din 

Facll-Allah，
 Jami' al-l

、a
w
a
r
l
k
h

E. 
Q
u
a
t
r
e
m
e
r
e
，
 Paris

，
 1836. 

(ed.) 

(e
d.
)
 

。由的

A
.
 A. 

AJIH3a
且
e
，
E
a
K
Y
，
 19
5
7
 

A
.
 A.
 
P
O
M
a
c
K
e
s
H
可，

A. 
A. 

X
e
T
a
r
y
p
o
B
，
 A
.
 A. 

AJIH3a
)l.e

，
 Mo
c
K
B
a
，
 1968. 

(ed.) 

(e
d
.) 

(:;jト
>
\
J
~
i
V
~

J. 
T
.jQ

，
 J. 
T
.
/
A，

 J. 
T
.
/
P
-
X
-
A，

 J.
 T.j

f仁
川
智
←
。

〉

B. 
K
a
r
i
m
i
，
 Te
h
r
a
n
，
 1338. 

sr
向

上
al-Maqrizi

，
 Ki
t
a
b
 alふ

u
u
k
li-Ma'rifat 

D
uωα

l
 al
-
M
u
l
u
k
 (ed.

)
 M
.
 M
.
 Z
i
y
a
d
a
，
 v
o
l. 

1/3 
parts

，
 al-Qahira

，
 

1
9
5
6，

 195
7，

 1970
.
 

lNHHl 

C
h
r
o
n
o
g
r
a
p
h
y
;
 
B
a
r
 H
e
b
r
a
e
u
s，

 Th
e
 C
h
r
o
n
o
g
r
a
p
hy

 o
f
 B
a
r
 H
e
br
a
e
u
s
=
G
r
eg
o
r
y
 Abu'l-Faraj

，
 (trs.) E. A

.
 W

.
 B
u
d
g
e，

 

L
o
n
d
o
n，

 1932. 
(repr. 

A
m
s
t
e
r
d
a
m
，
 19
7
6)

 

11
1田

川
-

111
田
長

AJ M
 ~ミ"r<:

"
入

G
h
i
y
a
t
h
 al-Din 

咋
入
加
え
l叶
o

え
-
"H

邸
側

阻
幽

111
田
川
島
H
~

m::: 11
十
K
r
n

(
回
随
K

回
1.叶

M
u
i)
a
r
r
a
m

m::: 1~rn)
毛
ト
"
，
)
，
ト
~
稿
0
l
a

r<:
，，![:..ト

K

K
o
s
e
 D

a益
(
K
u
s
a
D
ã
g
h
)
や
!
と
~
~
~
.
;
J
.
中
入
加
え
糊

AJ
え
-
-
4
0
r
<
:
士
気
入

@
 

K
a
y
-
k
h
u
s
r
a
w
 1
1全
lAJ

0
醤
~
~
>
\
J
0
巡
0
-
S
ト
ネ
ト
(
え
-

-4) 
0
開
命
令

l髭，..).;J.
-t<怖

さ主千)-lQ
('.;J.

O
~J
0
諸手ム千)-\1担I

W
Uj(会

l蝶
J

.
;
J
.
r
<
:
士
気
入
~

'く
そ
ら

4
・
ヘ
争
入

B
ã
y
j
ü
n
ü
y
a
n
時
ム
嶋
田
担
I
W
卯
入

'n
え
附
0
~
~
~
桜

善幸
v

弼根，..)
'
え
-
-
4
・
令
士
気
恥
ム
(
士
一

@
 

Q
a
y
号arïya

後
早
{
!
~
ム
千

J
申
入
加
え
』
時
以
同
盟
守
ù
~

l'Q l時
額

AJ
必('-t.:!。

S
i
was 

H
 

A
r
z
i
n
j
a
n
 
0
 ~
 ~
時
的

"，)， 
+-入

-
4
.
ギ
え

てお
刊
ー
、
容
)

0
判臨鴇-¥Er<:"![:..t-..r<:

AJ
i'ミャギ=、



し
か
し
モ
ン
ゴ
ル
箪
は
更
に
進
軍
し
て
サ
ル
タ
ナ
ト
の
園
都
(
り
常
巳
・
昌
己
目
。
コ
ニ
ヤ
を
め
ざ
す
事
な
く
、

獲
得
し
た
多
く
の
戦
利
口聞を
携

え
て
ム
ガ
l
ン
冨
己

m
r
E
の
牧
地
へ
と
蹄
路
に
つ
い
た
。
ル
ー
ム
側
で
は
こ
れ
を
機
に
宰
相
守
山
f
F
)
の

宮
口
宮
内
出
L
F
F
と
-
U
E
が
モ

ン
ゴ
ル
人
と
講
和
す
ベ
く
避
難
先
の
ア
マ

ス
イ
ヤ
〉
日
同
凹
♂
『
白
か
ら
嘗
地
の
カ
l
デ
ィ

l

司
島
町
と
b
z
を
連
れ
て
バ
イ
ジ
品
の
跡
を
追
っ

⑤
 

ム
ガ
I
ン
の
チ
ョ
ル
マ
グ
ン

』民同日同

mrロロ
の
可
ロ
ユ

Tこ

エ
ル
ズ
ル
ム

〉円
N

同
ロ
白
-
・
河
口
自
の
境
域
で
彼
ら
は
バ
イ
ジ
ュ
に
追
い
つ
き
、

(
牧
地
)
ま
で
同
行
し
た
。

ル
ー
ム
の
宰
相
(
サ
1
ヒ
ブ
)
は
到
来
の
理
由
を
聞
か
れ
て
、

戦
い
で
姥
れ
た
(
我
方
の
)
兵
士
は
三
千
人
に
す
ぎ
な
い
事
は
汝
ら
も
承
知
し
て
い
よ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
軍

(-
s
r
z
z
z
g
m
r
c
c
も
多
数

が
舞
れ
た
。
向
ル

l
ム
の
諸
地
方
に
は
十
高
を
数
え
る
軍
隊
が
莫
大
な
武
具
と
馬
匹
を
備
え
て
待
機
し
て
い
る
。

諸
地
域
の
臣
民
達
も
彼
ら
へ
の
服
従
以
外
に
魂
を
安
め
る
事
は
出

(
中
略
)
:
:
:
ル
1
ム

の
園
の
組
織
は
セ
ル
ジ

L
l
ク
の
ス
ル
タ
ン
達
以
外
に
は
整
え
ら
れ
ず
、

来
な
い
。
こ
の
吠
況
で
は
他
の
帝
王
が
こ
の
地
方
を
掌
握
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
(h
a
h
-
M
y
g
ω
)

と
答
え
、

ル
ー
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
と
の
唯

一
度
の
戦
闘
で
壊
滅
し
た
の
で
は
な
く
、

ま
た
ル
l
ム
の
支
配
に
お
い
て
は
今
後
も

-113一

セ
ル
ジ
ュ
l
グ
朝
ス
ル
タ
ン
の
存
在
が
不
可
紋
で
あ
る
事
を
強
調
し
た
。

こ
の
後
サ
l
ヒ
ブ
と
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
長
バ

イ
ジ
品
の
聞
に
講
和
が
結

金
、
家
畜

(馬
、

ば
れ
た
が
、
講
和
の
結
果
ル

I
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
劃
し
て
ユ
と
な
り

(即
ち
服
従
し
〉
毎
年
、
衣
服
、

⑥
 

牛
、
羊
、
ラ
ク
ダ
)
か
ら
成
る
貢
納
を
支
梯
う
事
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
ル

1
ム
は
モ
ン
ゴ

ル
人
に
劃
し
て
服
従
す
る
立
場
に
置
か
れ
た
の
で

あ
る
が
、
二
一
四
三
年
の
バ
イ
ジ
ュ
に
よ
る
侵
攻
の
直
後
か
ら
既
に
ル
l
ム
が
モ
ン
ゴ
ル
人
の
完
全
な
征
服
下
に
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
パ

イ
ジ
ュ
・
ノ
ヤ
ン
の
ル
l
ム
侵
攻
は
コ
l
カ
サ
ス
に
駐
屯
し
て
進
境
防
衛
の
任
務
に
嘗
た
る
タ
マ
チ
(
探
馬
赤
)
軍
の
長
バ
イ
ジ
ュ
に
よ
る
多

分
に
怒
意
的
に
行
な
わ
れ
た
遠
征
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

セ
・
ダ
グ
の
戦
い
に
先
立
ち

一
二
四
三
年
キ

ョ

一
二
四
二
年
ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
東
端
の
要
衝
エ
ル
ズ
ル

ム
を
攻
略
せ
ん
と
し
た
バ

イ
ジ
ュ
・

コ
ル
均
は
、

イ
プ
ン
・
ビ
l
ビ

I
の
停
え
る
所
に
よ
れ
ば

バ

l
ザ

1
ル

(
ZN帥円
〉
や
流
通
(

H

虫
色
』

aEる
を
盛
ん
に
し
、
妬
や
敵
意
を
持
つ
者
を
毘
め
ん
が
魚
征
服
園
家

2
2
L同
工
包
E
E)
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無
数
の
新
顔
を
得
、
そ
の
威
光
に
よ
り
永
遠
に
自
ら
の
子
孫
達
に
モ
ン
ゴ

ル
の
大
カ
ン
の
僕
に
劃
す
る
恩
愛
の
助
力
が
行
き
渡
り、

縫
績
す
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る
事
を
願
っ
て
い
た
。
(
み
-
h
・日
u

巴
品
)

と
い
う
。

つ
ま
り
後
世
の
子
孫
の
震
に
新
し
い
征
服
地
を
増
し
て
お
き
た
か
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
加
え
て

一
二
四
三
年
嘗
時
モ

ン
ゴ
ル
帝

園
で
は
ウ
ゲ
デ
イ
汗
混
後
未
だ
に
大
カ
ン
が
選
ば
れ
て
お
ら
ず
、

屯
し
て
い
た
バ
イ
ジ
ュ
塵
下
の
タ
マ
チ
軍
に
は
及
ば
な
か
っ
向
。

イ
ラ
ン
総
督
ア
ル
グ

ン
の
威
令
も
ア
ゼ
ル
メ
イ
ジ
ャ
ン
・
コ
l
カ
サ
ス
に
駐

こ
の
よ
う
な
朕
況
を
考
え
る
と
バ
イ
ジ
品
の
ル
l
ム
侵
攻
が
決
し
て
上
か
ら

の
命
令
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
事
責
モ
ン
ゴ
ル
側
の
同
時
代
の
史
家
ジ
ュ
ワ
イ
ニ
l
の
手
に
な
る
有
名
な

「
世
界
征
服
者
の
歴
史
」
に
は
バ
イ
ジ
ム
に
よ
る
ル

1
ム
侵
攻
の
記
事
は
な
い
。

@
 

は
こ
の
私
が
ユ
に
し
た
の
だ
と
自
慢
し
、
う
ぬ
ぼ
れ
て
い
た
」
と
い
う
。
パ
イ
ジ
ム
の
一
二
四
三
年
の
ル

l
ム
侵
攻
に
関
す
る
情
報
は
決
し

て
多
く
は
な
い
が
、
嘗
時
の
情
勢
を
考
慮
す
れ
ば
こ
の
侵
攻
が
パ
イ
ジ
ム
の
濁
断
に
よ
る
動
功
を
得
、

推
測
出
来
よ
う
。
そ
れ
故
、

ラ
シ
l
ド
の
「
集
史
」
に
よ
れ
ば
、
バ
イ
ジ
ュ
は

「
ル
1
ム

略
奪
を
行
な
う
魚
の
遠
征
で
あ

っ
た
と

モ
ン
ゴ
ル
軍
は
ス
ル
タ
ン
の
潰
走
後
も
ル

l
ム
の
園
都
コ
ニ
ヤ
の
征
服
に
準
む
事
な
く
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
自

duτ 

ら
の
牧
地
へ
蹄
還
し
た
の
で
あ
る
。

2 

サ
1
ヒ
ブ
・
シ
ャ
ム
ス
ッ

J

ア
ィ

l
ン

モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
攻
後
暫
く
の
開
ル

l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
の
政
治
史
上
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
シ
ャ
ム
ス
ッ
、
テ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ

ン
マ
ド
・
イ
ス
フ
ァ
ハ

l
=
ー

ω
r
g
M印
白
]
・
ロ

Z

Zロ
ゲ
白

g
g同門
-
r
r
Z
E
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

こ
の
人
物
の
活
動
の
重
要
性
は
ル

l

ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
の
歴
史
を
記
録
し
た
根
本
史
料
で
あ
る
イ
ブ
ン
・
ど
l
ビ
l
に
お
い
て
一
二
四
三
年
の
モ
ン
ゴ
ル
侵
攻
後
六
年
聞
に
亙
る
記

事
の
大
牢
が
彼
の
事
蹟
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
事
か
ら
も
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
以
下
イ
ブ
ン
・
ビ
l
ビ
l
の
記
述
に
従
っ
て
こ
の
人
物

の
活
動
の
足
跡
を
追
っ
て
ゆ
き
た
い
。

シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

I
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ス
フ
ア
ハ
l
一
ー
は
そ
の
巳
与
曲
が
示
す
如
く
イ
ラ
ン
の
イ
ス
フ
ア
ハ

I
ン
出
身
者
ら
し
い
が

詳
し
い
経
歴
は
不
明
で
あ
る
。
イ
ブ
ン
・
ビ

1
ピ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
人
物
は
ス

ル
タ
ン
舟
H
N
N

曲目
'
U
E
穴

a-E毛
5
一
世

(
在
位
一

一
一一

一



ー

一一一一一

O
)
時
代

「
王
室
書
記
官
」

g
c
g
z・u
ュ
r
E認
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
、

⑪
 

(
在
位

一
二
三
七
1

一
二
四
五
〉
の
時
代

S
w
p
の
地
位

(
E
B
E
C
を
輿
え
ら
れ
た
と
い
う
。

ス
ル
タ
ン
の

E
司

g
r
と
-
U
E
阿ハミ「}内
}
H
E
Ed
q

二
世

一
二
四
三
年
の
キ
ョ
セ

・
ダ
グ
の
戦
が
行
な

わ
れ
た
嘗
時
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
l
ン
は
シ
リ
ア
の
ア
レ
ッ
ポ
伺
巳
与
へ
傭
兵
(
同
』
ユ
-wrd『
帥
同
〉
を
募
る
べ
く
ル

l
ム
か
ら
涯
達
さ
れ
て
い
た
。

結
局
彼
の
活
動
は
モ
ン
ゴ
ル
人
と
の
戦
に
間
に
合
わ
な
か

っ
た
。

ル
ー
ム

の
ス
ル
タ
ン
、

ギ
ヤ
l
ス
γ
デ

ィ
l
ン
の
許

へ
蹄
還
し
た
後
翌

一
二

四
四
年
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
最
も
重
要
な
任
務
に
就
い
た
。

そ
れ
は
「
キ
プ
チ
ャ

ク
の
野
を
鋭
い
創
に
よ
っ
て
自
ら

河
口
∞
や
切
己

m
E円
や
∞
官

E
C
E
や
〉
冨
ロ

の
諸
王
や
長
達
の
頭
を
自
ら
に
劃
す
る
服
従
の
稲
へ
と
引

⑪
 

き
入
れ
た
」
山
首
三
口
問
広
ロ
パ
ト
ゥ
大
王
の
許
へ
使
節
と
し
て
赴
く
事
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ム

ス
ッ
デ
ィ

l
ン
は
パ
イ
ジ
ュ
の
侵
攻
に
よ
り
「
秩

序
の
結
び
目
が
緩
ん
だ
」
サ
ル
タ
ナ
卜
を
「
力
と
正
義
と
恩
恵
の
建
設
者
」
で
あ
る
バ
ト
ゥ
大
王
の
手
で
復
興
さ
せ
よ
う
と
す
る
ル
l
ム
側
の

の
家
畜
や
軍
馬
の
牧
地
と
な
し、

意
園
の
下
に
涯
遣
さ
れ
た
。
ア
マ
ス
イ

ヤ
の
カ
l
デ
ィ

l
、
フ
ァ

フ
ル
ッ
デ

ィ
l
ン
及
び
史
家
イ
ブ

ン
・ピ
l
ピ
l
の
父
で
あ
る
冨
旦
仏
国
]
'
ロ
E

@
 

冨
ロ
ゲ
同
HHH
自
主
叶
白
ユ
ヨ
帥
ロ
を
従
士

〈
ロ
u
r白
円
)
と
し
て
一
一
一
四
四
年
シ
ャ

ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
は
黒
海

2
R
E
-
-
穴

Z
Sる
を
渡
り
、
幾
つ

も
の
砂
漠
を
越
え
た
後
サ
イ
ン

・
ハ
ン
H

パ
ト
ゥ
の
許
へ
到
着
し
た
。

シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
は
バ
ト
ゥ
の
御
前
で
ス
ル
タ

1
ン
の
服
従

O
Z

p
h
u
 

J
s
r
s
r
m
H)
を
申
し
述
べ
、

に
綴
、
剣
、
弓
、
上
衣
、
帽
子
等
の
品
を
授
興
す
る
と
共
に
、

多
く
の
贈
り
物
を
献
じ
た
。

ル
ー
ム
の
使
節
の
僻
去
に
嘗
た
り
サ
イ

ン
・
ハ
ン
U

バ
ト

ゥ
は
ス
ル
タ
ン
の
魚

ロ
旧
民
〈
目
シ
ャ
ム
ス
ヅ
デ

ィ
l
ン
)
を
自
ら
の
側
の
(
ル

l
ム
の
)
諸
地
方
に
於
け
る
冨
E
B
と
な
し
、
彼
に

Z
X削
自
由
-
・冨
己
}
♂

ω同
E
F

丘
、
注
曲
目
と
い
う

-2与
を
輿
え
、
こ
れ
を
保
誼
す
る
ヨ
ユ
同

m
r
S吉
田
)
を
下
賜
し
た
。
(
h
-
K
H
・
匂

EN)

@
 

シ
ャ
ム
ス
ッ
デ

ィ
l
ン
の

一
行
は
バ
ト
ゥ
側
の
返
使

ω帥
E
官
。
ロ
(

3

3
己

HnE
を
伴
な

っ
て

ω
E
S県
宮

と

ω主
円
唱
削
ロ

即
ち
ア

と
い
う
。

ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
を
鰹
て
ル
I
ム
へ
信
仰
還
し
た
。
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
は
蹄
園
後
宰
相

(明白
f

p
)

冨
z
y
白
書
門F
F
と
'
U
Z
が
死
去
し
て
空

席
と
な

っ
て
い
た
ワ
ズ
ィ

l
ル
位

(3
N骨
三
)
を
ス

ル
タ
ン

・
ギ
ヤ
l
ス
ッ
デ

ィ
l
ン
よ
り
授
け
ら
れ
、
行
政
府
の
長
と
な

っ
た
。
翌
年
サ

I

⑬
 

ヒ
ブ
・
シ
ャ
ム
ス
γ
デ
ィ
l
ン
は
キ
リ
キ
ア
遠
征
(
一
二
四
五
)
を
指
揮
し
、

363 
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l
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イ
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ス
ロ
ウ
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@
 

二
世
の
許
報
に
接
す
る
と
キ
リ
キ
ア
の
寸
共
同
君
日
と
講
和
を
結
ん
で
プ
ラ
カ
ナ
城
(
回

S
E
S
)
を
割
譲
さ
せ
て
開
園
し
た
。
イ
ブ
ン

・ピ

円山口
σ包
二
世
を
指
名
し

者
達
と
協
議
し
た
末
、

ー
ピ
l
及
び
ア
ク
サ
ラ
l
イ
ー
に
よ
れ
ば
ス
ル
タ
ン
・
ギ
ヤ
l
ス
ッ
デ
ィ
l

ン
は
自
ら
の
後
縫
者
と
し
て
そ
の
末
子

⑮
 

皇
太
子
(
毛
色
て
与
⑦
に
立
て
て
い
た
と
い
う
。

内

k
r
z
w

同-・口同ロ

相
ハ
印
可
a

し
か
し
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
は
嘗
時
の
サ
ル
タ
ナ
ト
の
有
力

故
ス
ル
タ
ン
の
決
定
を
覆
し
、
彼
の
長
子
A
N
N

え
・
ロ
E
阿ハミ・}内問看

5
二
世
を
ス
ル
タ
ン
に
即
位
さ
せ
た
。
そ
し
て

⑫
 

ス
ル
タ
ン

・
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
が
未
だ
若
年
で
あ
っ
た
魚
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
は
ス
ル
タ
ン
に
代
っ
て
執
政
に
嘗
た
り
、

2
ロ
包
を
使
っ

て
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
を
次
々
に
打
倒
し
、

ル
ー
ム

・
サ
ル
タ
ナ
ト
に
お
い
て
殆
ん
ど
濁
裁
的
と
も
言
え
る
擢
力
を
掌
握
す
る
に
到
っ
た
。

イ
ブ
ン

・

ピ
l
ビ
l
は
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
l

ン
が
「
最
高
の
サ

1
ヒ
ブ
」
(
ω

与
Fra-

同
ぷ
白
日
)
と
し
て

ス
ル
タ
ン
・
ギ
ヤ
l
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
の
信
頼
に
よ
り
園
の
冨
E
B
と
な
り
、

で
あ
り
、
今
や
宗
教
と
園
家
の
手
綱
は
悉
く
彼
の
掌
中
に
入
り
、

ス
ル
タ
ン
・
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
諸
事
の
保
護
者

(E
E
)

園
の
主
人
で
あ
る
ス
ル
タ
ン
す
ら
彼
の
手
中
に
あ
る
。

(
h
-
KA
-
H
U
・
8
3

し
た
イ
プ

ン
・
ピ
l
ピ
l
の
記
事
が
述
べ
て
い
る
援
に
、
第
一
に
彼
が
パ
ト
ゥ
側
の
ハ

l
キ
ム
(
太
守
)
に
な
っ
て
い
た
事
、

第
二
に
彼
が
ス

-116-

と
述
べ
て
い
る
。

サ
l
ヒ
ブ
・
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
が
ル

1
ム

・
サ
ル
タ
ナ
ト
に
お
い
て
絶
大
な
権
力
を
掌
握
出
来
た
背
景
に
は
上
に
引
用

ル
タ
ン

・
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
擁
立
に
功
有
り
、

し
か
も
ス
ル
タ
ン
は
幼
少
で
統
治
能
力
が
無
か
っ
た
事
を
指
摘
出
来
る
。

そ
し
て
彼
の
時

代
は
「
雨
滴
の
代
り
に
公
正
の
雲
よ
り
金
貨
、

銀
貨

(
E
S
S
Z
仏
刊
誌
『
)
が
降
り
注
い
だ
」
と
イ
ブ
ン
・
ビ

1
ビ
ー
が
稿
え
る
如
く
安
定
し

た
時
代
で
あ
っ
た
。
封
モ
ン
ゴ
ル
関
係
で
は
サ
l
ヒ
ブ

・
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

1
ン
は
ス
ル
タ
ン
の
弟

白
色
H
w
m
c
v円
ロ
と
・
ロ

E
O
E
n
r
〉

z-g

を
モ
ン
ゴ
リ
ア
へ
汲
遣
し
、
更
に
彼
自
身
モ
ン
ゴ
ル
の
イ
ラ
ン
総
督
ア
ル
グ
ン
の
下
で

3
f
F
F
仏
石
山
口
と
な
り
、
史
家
ジ
ュ
ワ
イ
ニ

l
の
父

⑮
 

で
も
あ
る
切
与
帥

w

包

-U
E
と
密
接
な
閥
係
を
保
っ
て
い
た
。
し
か
し
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
が
ル

l
ム
に
お
け
る
濁
裁
的
な
権
力
を
掌
握
し

一
二
四
九
年
に
彼
の
権
威
は
急
激
に
浪
落
し
、
彼
自
身
の
身
に
破
滅
が
訪
れ
る
事
と
な
っ
た
。

て
二
年
後
、

シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
の
混
落
と

滅
亡
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
モ
ン
ゴ
ル
の
大
カ
ン

・
グ
ユ
ク
の
即
位
に
列
席
し
た
ス
ル
タ
ン

・
イ
ッ
ズ
ッ
デ

ィ
I
ン
の
弟
ル
ク

ヌ
ッ
デ
ィ

1
ン

ク
ル
チ

・
ア
ル
ス
ラ
ン
の
鰐
園
で
あ
っ
た
。

ジ
ュ
ワ
イ
ニ

1
、
ラ
シ

I
ド
等
の
モ
ン
ゴ
ル
側
の
史
料
や
バ

l
ル
・
へ
プ
ラ
エ
ウ
ス
に
記
さ
れ



⑮
 

る
様
に
一
二
四
六
年
八
月
の
グ
ユ
ク
の
即
位
に
は
ル

I
ム
か
ら
ス
ル
タ
ン
の
弟
ル
ク
ヌ
ッ
デ

ィ
l
ン
が
参
列
し
た
。

即
位
後
大
カ
ン
・
グ
ユ
ク
は
「
そ
の
御
前
に
来
た
が
故
に
ル

I
ム
の
ス
ル
タ
ン
位
を
ル
ク
ヌ

ッ
デ
ィ
l
ン
に
定
め
、
彼
の
兄
を
遠
ざ
け
た
」
と

@
 

い
う
。
パ
ー
ル
・
へ
ブ
ラ
エ
ウ
ス
の
俸
え
る
所
に
よ
る
と
ル
グ
ヌ
ッ
デ
ィ

1
ン
に
同
行
し
た
中
に
回
白
rmw

包
v'り
宮
、
吋

R
Wロ

ジ
ュ
ワ
イ
ニ
ー
に
よ
れ
ば

と
い
う
者
が
あ

り
、
こ
の
人
物
が
グ
ユ
グ
に
射
し
「
彼

(
U
サ
l
ヒ
ブ
・
シ
ャ
ム
ス
γ
デ
ィ

I
ン
)
は
貴
額
を
殺
害
し
、

故
ス
ル
タ
ン

(
H
カ
イ
ホ
ス
ロ
ウ

世
〉
の
一
安
を
襲
り
、

汝
の
命
令
な
く
新
ス
ル
タ
ン
を
立
て
た
」
と
サ
l
ヒ
ブ
・
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
l
ン
の
横
暴
を
語
っ
た
篤
グ
ユ

ク
は
ス
ル

@
 

タ
ン
・
イ
γ
ズ
ッ
デ
ィ
l
ン
の
贋
位
と
サ
l
ヒ
ブ
の
排
除
を
命
じ
た
と
い
う
。
バ
ー
ル
・
へ
ブ
ラ
エ
ウ
ス
が
停
え
る
う
ち
サ
1
ヒ
ブ
が
ギ
ヤ
l

ス
ッ
デ
ィ

l
ン
の
未
亡
人
を
要
っ
た
と
い
う
記
述
は
ル

I
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
の
史
料
中
に
は
見
え
な
い
。

一
方
バ
ハ

I
ウ
ッ
デ
ィ

I
ン
な
る
人

物
は
ル

1
ム
か
ら
マ
リ
ク
・
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
を
モ
ン
ゴ
ル
の
大
カ
ン
の
許
へ
逢
っ
た
際
の
記
事
中
に
現
れ
る
切白

Ew
丘
・
口
同
ロ
ペ
ロ
印
口
町
宮
ロ

@
 

Z
口

σ
〉円
N
E
Bロ
問
、
吋
曲
ユ

B
E
の
事
で
あ
ろ
う
。
諸
史
料
の
記
述
を
綜
合
す
る
と
、
サ
l
ヒ
ブ
・
シ
ャ
ム

ス
ッ
デ
ィ

l
ン
の
混
落
と
滅
亡
は
彼

が
そ
の
濁
裁
的
な
擢
力
の
掌
握
過
程
で
多
数
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
を
打
倒
し
た
事
が
サ
ル
タ
ナ
ト
に
仕
え
る
人
々
の
反
感
を
買
い
、

ハハ

l
ウ
V
J
ア

-117ー

そ
れ
は
上
述
の
如
く
彼
が
バ
ト
ゥ
側
の
ル
l
ム
に
於
け
る
ハ
l
キ
ム
と
な

っ
て
い

た
事
で
あ
る
。
こ
の
事
は
嘗
時
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
圏
内
部
の
情
勢
に
お
い
て
重
大
な
意
味
を
有
し
た
。
即
ち
グ

ユ
ク
の
即
位
に
際
し
て
ジ
ュ
チ

・

ィ
l
ン
が
こ
れ
ら
の
人
々
を
代
表
し
て
サ
l
ヒ
ブ
の
専
横
を
直
接
大
カ
ン
に
訴
え
た
結
果
で
あ
っ
た
。
今
一
つ
サ
1
ヒ
ブ
・
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
の
浸
落
に
つ
い
て
は
次
の
様
な
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。

ウ
ル
ス
の
バ
ト
ゥ
は
首
時
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
子
孫
中
最
も
有
力
な
る
人
物
で
あ
る
に
拘
ら
ず
自
ら
列
席
し
な
か

っ
た
事
が
示
す
よ
う
に
バ
ト

ゥ
と
グ
ユ
ク
の
聞
に
は
一
二
三
九
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
途
上
の
仲
違
い
以
来
深
刻
な
不
和
が
生
じ
て
い
た
。

メ
ト
ゥ
側
の
ハ
l
キ
ム
で
あ
る
サ
l
ヒ
ブ

・
シ
ャ
ム
ス

ッ
デ
ィ

l
ン
と
彼
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
ス
ル
タ
ン

・
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ
l
ン
を
自
ら
に

此
の
様
な
情
勢
の
下
で
グ
ユ
グ
が

服
従
を
表
明
す
る
ル
l
ム
の
支
配
者
と
し
て
承
認
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
無
い
。

内
事
情
の
み
な
ら
ず
、
ル
l
ム
を
服
従
さ
せ
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
圏
内
部
の
政
治
獄
況
を
反
映
し
て
結
果
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
l
ヒ
ブ

・

@
 

シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
l
ン
は
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ
l
ン
一
行
の
信
仰
園
を
知
る
と
使
者
と
財
貨
を
エ
ル
ジ
ギ
デ
イ
ロ
旨

E
S
の
許
へ
迭

っ
た
が
、
時
既

つ
ま
り
サ
l
ヒ
ブ
の
混
落
と
滅
亡
は
ル
l
ム
の
園

365 
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に
遅
く
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

i
ン
一
行
の
使
臣
(
ユ
口
古
)
が
サ
l
ヒ
プ
を
捕
え
、
殺
害
せ
よ
と
の
大
カ
ン
の
聖
旨
を
携
え
て
ス
ル
タ
ン

・
イ

ッ
ズ
ッ

デ
ィ

l
ン
の
許
へ
達
し
た
。
サ
l
ヒ
ブ
は
策
を
壷
し
て
難
を
菟
れ
ん
と
し
、

サ
イ
ン

・
ハ
ン
の

S
5己目
(
賜
衣
)
を
着
て
自
宅
に
寵
っ
た
が
、

度
々
の
出
頭
命
令
に
抗
し
切
れ
ず
、

ス
ル
タ
ン
の
宮
般
に
赴
い
て
監
禁
さ
れ
た
。

そ
の
後
サ

l
ヒ
ブ

は
拷
問
を
受
け
て
全
財
産
の
あ
り
か
を
白

@
 

一
二
四
九
・

三

・
二
四
)

(
〉
・り・

献
さ
せ
ら
れ
た
後
回

g
z
m
γ
-u-
と
・
ロ
E
O
R忠
与
の
許
へ
逸
ら
れ
斬
首
さ
れ
た
。

以
上
二
節
に
分
け
て
モ
ン

ゴ
ル
侵
入
後
の
ル

l
ム
の
欽
況
を
一
二
四
三

l
一
二
四
九
の
期
聞
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、

事
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
即
ち
一
二
四
三
年
の
バ
イ
ジ
ム
の
侵
攻
か
ら

一
二
四
九
年
の
サ
l
ヒ
ブ
・
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
l
ン
の
死
に
到
る
期
間

結
論
と
し
て
以
下
の

ル
ー
ム
に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
直
接
的
な
支
配
が
無
か
っ
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

た
」
ル

l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
支
配
健
制
に
組
み
込
ま
れ
る
事
を
菟
れ
な
か
っ
た
。

に
も
拘
ら
ず
、

モ
ン
ゴ
ル
人
に
劃
し
て
「
円
-
と
な
っ

サ
ル
タ
ナ
ト
で
濁
裁
的
な
権
力
を
掌
橿
し

た
サ

l
ヒ
ブ
・
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
が
急
速
に
混
落
し
た
事
寅
は
そ
れ
を
明
示
し
て
い
る
。

ま
た
こ
の
期
間
の
ル

l
ム
・
モ
ン
ゴ
ル
関
係
で

。。

最
も
注
意
を
梯
う
必
要
が
あ
る
の
は
キ
プ
チ

ャ
ク
草
原
の
バ
ト
ヮ
と
ル
l
ム
の
サ

1
ヒ
ブ

・
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
の
闘
係
で
あ
る
。
こ
の
サ

1
ヒ
ブ

・
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
の
死
に
よ
り
バ
ト
ヮ
側
の
ハ

l
キ
ム
が
ル

l
ム
の
執
政
を
行
な
う
時
代
は
終
っ
た
。

E 

一
二
四
九
|
一

二
五
六

1 

兄
弟
聞
の
ス
ル
タ
ン
位
争
い
の
開
始

マ
リ
ク
・
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
蹄
閣
は
サ

l
ヒ
ブ
・
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
の
混
落
と
共
に
も
う
一
つ
の
厄
介
な
問
題
を
ル

l
ム
・
サ
ル

タ
ナ
ト
に
も
た
ら
し
た
。
前
述
の
如
く
大
カ
ン
・
グ
ユ
ク
の
裁
定
に
よ
っ
て
ス
ル
タ
ン
・
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
斥
け
ら
れ
、

イ
ブ
ン
・

ビ
l
ビ
ー
に
よ
れ
ば
サ

l
ヒ
ブ

・
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
l
ン

代
っ
て
ル
ク
ヌ

ッ
デ
ィ

l
ン
が
ス
ル
タ
ン
位
に
聞
く
事
が
定
め
ら
れ
て
い
た
痛
で
あ
る
。

の
首
級
、
が
ス
ィ
ヴ
ァ
ス
に
居
た
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
許
へ
届
く
と
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
側
は
カ

1
デ
ィ

l

r

g
包

丘
E

り

E
穴

y
o
g
E
を
コ



ニ
ヤ
の
イ
ッ
ズ
ヅ
デ
ィ

1
ン
の
許
へ
遭
わ
し
、

大
カ
ン
に
よ
り
(
ル

l
ム
)
諸
園
の
ス
ル
タ
ン
位
は
私
に
興
え
ら
れ
、
至
高
の
百
円
-
a
r
が
こ
れ
を
保
護
し
て
い
る
。

@
 

か
う
者
共
を
罰
せ
ん
が
篤
二
千
の
モ
ン
ゴ
ル
騎
兵
を
我
々
に
同
伴
さ
せ
た
。
命
に
服
し
、

(
大
カ

ン
は
)
刀
向

ル
ク
ヌ

ッ
デ
ィ

I
ン
を
ス
ル
タ

ン
と
認
め
る
の
な

ら
ば
(
我
々
を
)
出
迎
え
よ
。

(
k
p
h・
同U
・
ω
∞∞
)

と
告
げ
さ
せ
た
。
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
側
は
圏
の
柱
た
る
者
た
ち
を
集
め
て
協
議
し
た
末
ル
ク
ン
側
の
カ
l
デ
ィ

1
に
封
し
、

@
 

弟
が
兄
に
先
ん
じ
て
権
威
の
優
越
を
示
す
事
は
イ
ス
ラ
l
ム
法
(
印
宮
コ
〆
円
)
に
も
自
己
尺
尽
に
も
人
間
道
徳
に
も
か
ね
て
か
ら
の
慣
習
に

も
沿
う
も
の
で
は
な
い
。
:
:
:
(
中
略
〉
:
:
:
必
要
な
事
は
三
人
の
兄
弟
が
揃
っ
て
王
座
に
即
き
、
貨
幣
と

r
r己
宮
が
全
員
の
名
と

-2与

で
打
た
れ
、
讃
ま
れ
る
事
で
あ
る
。

(
h
-
K
P
H
y
g
c
)
 

と
答
え
た
。
こ
の
聞
の
事
情
は
モ
ン
ゴ
ル
の
大
カ
ン
の
聖
旨
(
百
円
】
凶
ぬ
と
を
擦
り
所
に
ス
ル
タ
ン
位
を
要
求
す
る
弟
ル
ク
ン
側
に
射
し
て
兄
イ

V

ズ
側
は
窮
蝕
の
策
と
し
て
兄
弟
の
王
権
を
名
目
上
共
存
さ
せ
る
矯
末
弟
の
ア
ラ
1
ウ
ッ
デ
ィ
l
ン
を
加
え
た
ギ
ヤ

l
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
の
遺
児

-119ー

三
人
に
よ
る
サ
ル
タ
ナ
ト
の
共
同
統
治
を
逆
に
提
案
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
乍
ら
ル
ク
ン
側
は
こ
の
提
案
に
雁
じ
ず
、
モ
ン

ゴ

ル
軍
は
諦
還
さ
せ
た
も
の
の
ワ
ズ
ィ

l
ル
位
等
の
官
職
を
自
ら
の
側
の
ア
ミ

l
ル
達
に
輿
え
、

あ
く
ま
で
も
ス
ル
タ

ン
位
を
要
求
す
る
構
え
を

ル
ク
ヌ

γ
デ
ィ

l
ン
の
一
行
が
ア
ク
サ
ラ
イ
〉
宮
田
円
仰
に
到
着
す
る
と
イ

ッ
ズ
ッ
デ

ィ

示
し
て
ス
ィ
ヴ
ァ
ス
か
ら
カ
イ
セ
リ
へ
と
西
準
し
た
。

ー
ン
側
も
何
ら
か
の
封
躍
を
除
儀
な
く
さ
れ
た
。

@
 

ル
田
仲
間
ゲ
巾
何
回
巳
包
同
-
-
U
Z
O民
主
主
と
相
談
の
後
ル
ク
ン
側
を
迎
え
撃
つ
事
に
決
し
た
。
イ
ッ
ズ
ッ
デ

ィ
l
ン
は
コ
ニ
ヤ
を
出
て
河
口
N
E
r

@
 

一
高
の
軍
勢
を
率
い
て
ス
ル
タ
ン
・
ハ

ン
守
山
門
司
吉
田
同
品
目
三

ω三
件
闘
ロ
メ

zw
包
'
U
E)
へ
向
か
っ
た
。

ス
ル
タ
ン
は
サ
l
ヒ
ブ
・
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
I
ン
亡
き
後
イ
ッ
ズ
側
で
最
も
有
力
な
ア
ミ

l

の
野
で
兵
を
集
め
、

四
九
年
六ノレ

月 ク
十 ヌ
四ツ

_e_@デ
閃司 イ

ー
ン
側
も
イ
ヅ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
出
撃
の
報
を
知
る
と
直
ち
に
ア
ク
サ
ラ
イ
を
出
て
ス
ル
タ
ン

・
ハ
ン
に
到

っ
た
。

軍
は
騎
乗
し
て
戦
列
を
整
え
、

敗
北
と
な
っ
た
。

ス
ル
タ

ン
位
を
め
ぐ
っ
て
イ
ッ
ズ

・
ル
ク
ン
兄
弟
の
聞
に
戦
端
が
聞
か
れ
た
。
結
果
は
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
の

367 

ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

1
ン
は
敗
戦
の
後
公
道
脇
の
丘
に
登
っ
て
い
た
所
を
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

1
ン
の
「
厩
舎
頭
」
白
日
目

Z
詳
宮
門
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同
り
岳
古
田
-bHロ
〉

Z
Eロ門日
o
m
r
5
5
7
に
設
見
さ
れ
、
彼
に
手
綱
を
取
ら
れ
て
イ

ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
許
へ
連
行
さ
れ
た
。
兄
弟
が
禽
見
す
る
と

@
 

兄
は
弟
を
抱
擁
し
て
嘆
き
悲
し
み
、
弟
の
過
を
許
し
、
反
抗
を
責
め
な
か
っ
た
と
い
う
。
以
上
の
経
過
は
イ
プ
ン

・
ビ
l
ピ
l
の
記
述
に
よ
る

が
、
他
に
も
バ
ー
ル

・
へ
ブ
ラ
エ
ウ
ス
と
著
者
不
明
の
セ
ル
ジ
ュ

1
ク
朝
史
が
イ
ッ
ズ
・
ル
ク
ン
兄
弟
の
ス
ル
タ

ン
位
争
い
の
経
過
を
記
し
て

@

@
 

お
り
、
ド
l
ソ
ン
は
専
ら
バ

l
ル
・
へ
ブ
ラ
エ
ウ
ス
に
よ
っ
て
こ
の
経
過
を
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
兄
弟
聞
に
禽
戦
は
な
く
、

一
方
的

に
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
が
捕
え
ら
れ
た
事
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
イ
ブ
ン

・
ビ
l
ピ
ー
に
よ
る
上
述
の
様
な
詳
細
な
経
過
報
告
が
残
さ
れ
て

い
る
以
上
ス
ル
タ
ン
位
を
め
ぐ
っ
て
兄
弟
が
戦
場
に
相
見
え
た
と
考
え
る
の
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。
著
者
不
明
の
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
史
も
ス
ル
タ

ン
・
ハ
ン
に
於
け
る
兄
弟
の
曾
戦
を
記
し
て
い
る
。

一
二
四
九
年
に
於
け
る
ル
グ
ヌ
ッ
デ
ィ

1
ン
の
鯖
圏
、

サ
l
ヒ
ブ

・
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

I
ン
の
死
に
緩
い
て
ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
で
は
イ

ッ
ズ

・
ル
ク
ン
兄
弟
の
聞
で
ス
ル
タ

ン
位
を
め
ぐ
る
争
い
が
始
ま
っ

た。

」
の
三
つ
の
事
件
は
一
連
の
出
来
事
で
あ
り
、
以
後
兄
弟
は
再
び
干

支
を
交
え
、

一
一
一
六
一
年
に
到
る
ま
で
ス
ル
タ
ン
位
争
い
を
繰
り
返
す
が

そ
の
護
端
が
先
に
述
べ
た
大
カ
ン

・
グ
ユ
ク
の
裁
定
に
あ

っ
た
事

-120一

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

兄
弟
聞
の
ス
ル
タ
ン
位
必
ず
い
が
イ

て
ス
ッ
デ
ィ
l
ン
の
勝
利
に
終
っ
た
後
ル
I
ム

・
サ
ル
タ
ナ
ト
に
お
い
て
は
三
人
の
兄
弟
、

イ
ッ
ズ

ッ
デ

ィ
l
ン
・
カ
イ
カ

I
ウ
ス
、
ル
ク
ヌ

ッ
デ
ィ

l
ン
・
ク
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
、
ア
ラ
l
ウ
ヅ
デ
ィ
l
ン
・
カ
イ
ク
バ
l
ド
、
に
よ
る
名
目
上
共
同

の
統
治
が
始
ま
っ
た
。
イ
γ
ズ
ッ
デ
ィ

I
ン
が
自
ら
に
劃
し
て
敗
北
し
た
弟
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ
l
ン
の
み
な
ら
ず
、
末
弟
ア
ラ
l
ウ

v
デ
ィ

1
ン
を

も
含
め
て
共
同
統
治
の
鐙
裁
を
整
え
た
の
は
ス
ル
タ
ン
位
争
い
に
関
連
し
て
新
た
に
モ
ン
ゴ
ル
側
に
介
入
の
口
貫
を
輿
え
ず
、
質
質
的
な
現
朕

維
持
を
掛
明
け
る
魚
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
ル
l
ム
に
於
け
る
貫
際
の
執
政
は
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
を
強
力
に
支
援
し
た
ア
タ
ベ

グ
・

カ
ラ
タ
イ
を
中
心
と
し
た
ア
ミ
l
ル
達
の
手
で
行
な
わ
れ
た
。

し
か
し
ル

1
ム
の
ア

ミ
i
ル
達
の
う
ち
に
も
嘗
て
の
サ
l
ヒ
ブ

・
シ
ャ
ム

ス
ッ

デ
ィ

l
ン
の
如
く
モ
ン
ゴ
ル
人
の
権
威
の
下
で
園
政
を
推
進
せ
ん
と
す
る
者
達
と
こ
れ
に
針
抗
し
て
あ
く
ま
で
も
サ
ル
タ
ナ
ト
の
濁
立
と
惇
統

を
維
持
せ
ん
と
す
る
者
達
の
聞
に
針
立
が
生
じ
た
。

イ
プ
ン
・
ピ
l
ピ
ー
に
よ
れ
ば
事
の
起
り
は
サ
イ
ン

・ハ

ン
H

バ
ト
ゥ
が
サ
l
ヒ
プ

・
シ



@
 

ヤ
ム
ス

v
デ
ィ

1
ン
の
殺
害
に
抗
議
し
、
彼
の
財
産
を
接
牧
す
る
震
三
人
の
使
臣
を
ル

I
ム
へ
涯
遣
し
た
事
で
あ

っ
た。

ル
ー
ム
・

サ
ル
タ
ナ

ト
で
は
こ
の
件
に
関
し
て
「
筆
頭
書
記
官
」
自
己
停
丘

-
r
E
S
σ
ω
E
S白
色
・
ロ

Z
呂田
y
g
E一
吋ロ

mr円
pv
聞
を
涯
遣
し
て
樟
明
さ
せ
る
事
を
決

め
、
ト
ヲ
グ
ラ
l
イ
1
は
故
サ
l
ヒ
ブ
の
四
人
の
部
下
を
伴
な
い
、
サ
l
ヒ
ブ
を
死
へ
追
い
や
っ
た
パ

ハ
l
ウ
ッ
デ
ィ

l
ン
と
仰
削
巴
自
己
-
U
E

な
る
二
人
の
人
物
を
「
さ
ら
し
蓋
」

2
0
岳山
W
Y
)

に
架
け
て
バ
ト
ゥ
の
オ
ル
ド

(
軍
営
〉

へ
連
行
し
た
と
い
う。

ト
ゥ
グ
ラ
l
イ
l
達
は
バ

ト
ゥ
の
許
で
賓
情
を
報
告
し
、

「
大
い
に
苦
第
し
て
そ
の
恐
ろ
し
い
窮
朕
よ
り
脱
し
た
」
後
、

を
興
え
、

バ
ト
ゥ
は
ト
ゥ
グ
ラ
l
イ
I
に
ワ
ズ

ィ
l
ル
位

@
 

故
サ
l
ヒ
ブ
の
四
人
の
部
下
に
そ
れ
ぞ
れ
ロ
巴
Y
5
5
g
d〈
F
曲
目
可

't帥門主
等
の
ル
l
ム
・
サ

ル
タ
ナ
ト
の
要
職

し
か
し
ト
ゥ
グ
ラ
l
イ
l
の
一
行
が

ル
1
ム
へ
戻
る
と
彼
ら
が
パ

ト
ゥ
の
許

を
設
し
て
こ
れ
を
保
護
し
た
。

を
興
え
た
の
を
初
め
、

ヤ
ル
リ
グ
(
聖
旨
)

で
ス
ル
タ
ン
の
許
可
な
く
官
職
を

興
え
ら
れ
た
事
に
反
援
し
て

「
ル
l
ム
の
諸
地
方
に
お
い
て
は
ス

ル
タ
ン
の
命
令
以
外
聞
い
た
事
が
無
か

っ
た
」
ア
ミ

1
ル
達
が
ト
ヮ
グ
ラ
1
イ
l
達
と
争
い
始
め
た
。

カ
ラ
タ
イ
、

ア
ル
ス
ラ

ン
ド
グ
ム
シ
ュ

、

Z
X帥
目

白

-aUHロ阿

20H凹
ゲ
丘
等

-121ー

の
有
力
な
ア
ミ
l
ル
達
の
殆
ん
ど
が
奉

っ
て
ト
ゥ
グ
ラ
1
イ
I
側
に
反
接
し
た
矯
孤
立
し
、

苦
境
に
陥
っ
た
ト
ゥ
グ
ラ
l
イ
l
は
パ
イ
ジ
ュ

・

ノ
ヤ
ン
に
援
助
を
求
め
る
密
書
を
迭
っ
た
。

し
か
し
こ
の
密
室田
は
カ
ラ
タ
イ
側
の
手
に
落
ち
、

ト
ゥ
グ
ラ

1
イ
l
は
査
聞
を
受
け
、

「
セ
ル

ジ

ヶ
l

ク
王
朝
へ
の
忠
誠
に
反
し
た
」
と
し
て
ア
ン
タ
リ
ヤ
〉
三
曲
目
々
白
で
投
獄
さ
れ
た。

が
密
か
に
ル

l
ム
を
脱
出
し
て
ア
ッ
ラ
l
ン

〉
口
削
ロ
の
バ
イ
ジ

ュ
の
許
へ
達
し
、
彼
に
ト
ゥ
グ
ラ
1
イ
l
の
事
情
を
知
ら
せ
た
。
バ
イ
ジ

ム

は
直
ち
に
二
人
の
使
臣
を
遺
っ
て
ア

ン
タ
リ
ヤ
の
獄
か
ら
ト
ゥ
グ
ラ
l
イ
ー
を
救
出
さ
せ
、
ト
ゥ
グ
ラ
l
イ
l
は
使
臣
に
同
行
し
て
バ
イ
ジ

ュ

@
 

の
許
へ
向
か
っ
た
と
い
う
。
以
上
に
記
し
た
克
明
な
事
件
の
推
移
は
イ
プ
ン

・
ピ
l
ビ
l
の
記
述
に
よ
る
が
、

こ
う
し
た
中
で
ト
ゥ
グ
ラ
1
イ
1
の
部
下
の
一

人

こ
れ
ら
の
事
情
は

ル
l
ム
に
お

け
る
パ
ト
ゥ
の
権
盆
要
求
の
根
強
さ
を
示
す
と
共
に
ル
l
ム
・

サ
ル
タ
ナ
ト
の
内
部
に
は
こ
れ
を
利
用
せ
ん
と
し
た
故
サ
l
ヒ
プ
系
の
ト
ゥ
グ

ラ
l
イ
ー
を
初
め
と
す
る
ア

ミ
ー
ル
達
と
彼
ら
に
反
躍
し、

サ
ル
タ
ナ
ト
の
濁
立
を
維
持
せ
ん
と
し
た
カ
ラ
タ
イ
を
初
め
と
す
る
ア
ミ

1
ル
達

の
二
つ
の
勢
力
が
存
在
し
た
事
を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
し
て
ト

ゥ
グ
ラ
1
イ
ー
が
投
獄
さ
れ
た
一
二
五

O
年
の
段
階
で
は
後
者
が
優
勢
で
あ

つ

し
か
し
こ
う
し
た
ア
ミ
l
ル
達
の
姿
勢
と
は
別
に
モ
ン
ゴ
ル
人
と
の
関
係
で
は
一
二
四
三
年
に
バ

イ
ジ

ュ
と
結
ん
だ
講
和
篠

369 

た
と
言
え
よ
う
。
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約
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
貢
納
の
支
梯
い
が
ル
l
ム
・
サ
ル

タ
ナ
ト
に
と
っ
て
漸
く
重
荷
と
な
り
つ
つ
あ

っ
た
。

イ
ブ
ン

・
ビ
l
ビ
ー
は
サ

l
ヒ

プ

zcr包
E
z
r
回目・ロ

E
の
取
決
め
に
よ

っ
て
そ
れ
ま
で
毎
年
四
蔦
〆
仏
包
の
手

嘗

(
自
曲
者
と

-3
が
ル
l
ム
の
ア
ミ
l
ル
達
に
支
給
さ

@
 

れ
て
い
た
の
を
そ
の
牢
額
が
モ
ン
ゴ
ル
人
の
震
の
出
費
に
因
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
事
を
記
し
て
い
る
。

サ
l
ヒ
ブ

・
シ
ャ
ム
ス

ッJ
ア
ィ

l
ン
の

死
後
サ
ル
タ
ナ
ト
の
ワ
ズ
ィ

1
ル
位
を
興
え
ら
れ
た
カ
l
デ
ィ

l

Z
と
B
同
ケ
ロ
E

Z
回}内ゲロ
}ユ若山口同

は

「
毎
日
の
自
ら
の
俸
給

(
]同

g
a
o

園
家
の
他
の
要
人
達
も
こ
れ
に
準
じ
て
俸
給
を
受
け

を
園
庫

(σ
曲
三
曲
ナ
ヨ
包
〉
よ
り
一
日
二
円

F
曲目

一
年
に
七
二

O
〆
E
L
以
下
と
し
、

@
 

る
事
」
を
定
め
て
ア
ミ
l
ル
遠
の
不
評
を
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
サ
l
ヒ
ブ
が
バ
ト
ゥ
の
使
臣
の
到
来
に
慮
罰
を
怖
れ
て
ア
レ
ッ
ポ
へ
逃
亡
し

た
後
ワ
ズ
ィ
l
ル
位
は
カ
l
デ
ィ
l

A
N
N
同
-
b
z
Zロ
官
ヨ
ヨ
え
H
N

山N
刊
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
彼
の
時
代
に
は
、

バ
イ
ジ
ι

・
ノ
ヤ
ン
や
他
の
ノ
ヤ
ン
達
の
使
臣
、
が
頻
繁
に
ル
l
ム
に
到
着
し
、

達

(w
z
d『
刷
出
口
)
の
求
め
に
腫
じ
て
数
え
切
れ
な
い
財
貨
を
支
出
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

(
サ
ル
タ
ナ
ト
は
)
毎
年
モ

ン
ゴ
ル
軍
の
ア
ミ

l
ル
や
婦
人

い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
も
こ
の
要
求
を
拒
む

-122-

事
は
出
来
ず
、
資
金
は
少
く
出
費
の
多
い
紋
況
に
到
っ
た
。

(
h
-
K同
・
回
以
・

2
3

と
い
う
。
こ
の
魚
サ
1
ヒ
ブ
は
嘗
時
の

「
園
家
の
四
柱
」
で
あ

っ
た
ア
タ
ベ
グ
・
カ
ラ
タ
イ
、

ω
Z
B目白
-BU
Z
J円

rz山
m
y
z
m
-
R
Z
m
f
フ

ア
フ
ル
ッ
デ
ィ

I
ン
・
ア
ル
ス
ラ
ン
ド
グ
ム
シ
ュ
と
協
議
し
て
一

一
一
五
一
年
大
カ

ン
に
即
位
し
た
モ

ン
ケ
の
許
へ
使
者
を
涯
遣
し
て
貧
情
を
報

告
し
、

バ
イ
ジ
ム
の
座
制
を
大
カ
ン
の
命
令
に
よ
り
除
去
す
る
事
が
最
良
の
策
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

使
者
に
は

町

田

F
Y門
田

-auz

メ
ゴ
が
選
ば
れ
、
彼
に
は
数
々
の
贈
物
の
他
特
別
に
十
高
壬
E
B
の
現
金
を
託
し
て
モ
ン
ゴ
リ
ア
へ
向
か
わ
せ
た
。
イ
ブ
ン
・
ビ

l
ビ
ー
に
よ

れ
ば
、
大
カ
ン
・
モ
ン
ケ
は
ル
l
ム
側
の
要
求
を
聞
き
入
れ
て
パ
イ
ジ
ュ
や
他
の
ア
ミ
l
ル
達
の
使
臣
の
往
来
を
禁
じ、

ル
ー
ム
に
お
け
る
戸

口
調
査
(
白
血
円
・
凹

Z
B智
也
も
禁
止
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
大
カ

ン
は
叶
O
全
曲
目
ロ
ロ
ヨ

ay宮
古
な
る
「
断
事
官
」
に
従
士
を
附
け
て
「
全
て
の
皇

子
達
の
側
か
ら
」
ル
l
ム
へ
派
遣
し
た
。
断
事
官
に
同
行
し
て
ル
l
ム
へ
の
蹄
途
バ
イ
ジ
ュ

の
許
へ
立
ち
寄
っ
た
フ

ァ
フ
ル

ッ
デ

ィ
l

ン
は
バ

イ
ジ
ュ
に
大
カ
ン
の
命
令
を
惇
え
た
。

バ
イ
ジ
ュ
は
こ
れ
に
劉
し
「
今
や
私
を
ル
l
ム
の
諸
地
方
か
ら
閉
め
出
し
た
か
ら
に
は
汝
ら
に
災
い
が

降
り
か
か
ろ
う
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
モ
ン
ゴ
ル
の
断
事
官
(
百
円

mznrc
は
ル
l
ム
へ
着
く
と
熱
烈
に
歓
迎
さ
れ
、
以
後
園
は
卒
穏
と
な
り、



「
カ
リ
フ
の
館
」
口
町
と
・
民
主
E
F
H
バ

グ

ダ

ー

ド

、

シ

リ

ア

、

フ

ラ

ン

ク

諸

固

か

ら

の

使

節

が

ル

1
ム
へ
往
来
し

た
と
い
い
以
上
の
如
く
イ
プ
ン

・
ピ

l
ビ
l
は
フ
ァ
フ
ル
ッ
デ
ィ
l
ン
涯
遣
の
経
緯
を
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
に
劉
醸
す

モ
ス
ル
、

マ
ル

J

ア
ィ
ン
、

る
モ
ン
ゴ
ル
側
の
史
料
を
知
ら
ぬ
の
で
果
し
て
事
態
が
イ
プ
ン
・
ピ

l
ピ
l
の
記
す
遁
り
に
推
移
し
た
か
否
か
に

つ
い
て
確
答
は
出
せ
な
い
。

に
も
拘
ら
ず
上
述
の
事
情
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
経
済
的
な
匪
迫
が
ル
l
ム
に
と
っ
て
如
何
に
重
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
雄
癖
に
物
語
っ

て

い
る
。
そ
し
て
こ
の
現
貫
は
ル
l
ム
の
ア
ミ

1
ル
達
が
如
何
に
モ
ン
ゴ
ル
人
に
射
し
サ
ル
タ
ナ
ト
の
濁
立
を
維
持
せ
ん
と
す
る
姿
勢
を
保
と
う

が
、
決
し
て
モ
ン
ゴ
ル
人
の
課
し
た
経
済
的
な
負
携
か
ら
は
逃
れ
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

2 

ス
ル
タ

ン
位
争
い
の
再
開
と
バ
イ
ジ
ュ
の
第
二
次
ル

l
ム
侵
攻

一
二
五
四
年
ル

l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
に
二
つ
の
重
要
な
事
件
が
起
っ
た
。

一
つ
は
ス
ル
タ
ン

・
ア
ラ
l
ウ

ッ
デ
ィ

l
ン
の
バ
ト
ゥ
・
モ
ン
ケ

-123ー

の
許
へ
の
汲
遣
で
あ
り
、
他
の

一
つ
は
イ
ッ
ズ
・
ル
ク
ン
兄
弟
聞
の
ス
ル
タ
ン
位
争
い
の
再
震
で
あ
っ
た
。

@
 

l
、
ア
ク
サ
ラ

1
イ
l
、
パ
ー
ル
・
へ
ブ
ラ
エ
ウ
ス
等
が
記
し
て
お
り
、

二
つ
の
事
件
共
イ
プ
ン

・
ピ

I
ピ

⑩
 

断
片
的
な
記
述
は
ル
プ
ル
ク
の
放
行
記
中
に
も
見
え
る
。
こ
の
う
ち

最
も
詳
細
に
事
件
の
経
過
を
記
す
の
は
イ
ブ
ン
・
ピ

l
ピ
ー
で
あ
り
、

以
下
そ
の
記
述
に
基
づ
い
て
商
事
件
の
概
要
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

一
二
五
四
年
サ
イ
ン
・
ハ

ン
H

パ
ト
ゥ
の
許
よ
り
ス
ル
タ
ン
・
イ
ヅ
ズ
ッ
デ
ィ

I
ン
の
出
頭
を
求
め
る
使
臣
が
相
夫
い
で
到
着
し
た
。
こ
れ

に
封
し
カ
ラ
タ
イ
を
初
め
と
す
る
ル
l
ム
の
ア
ミ
l
ル
達
は
「
ル
l
ム
の
ス
ル
タ
ン
が
他
者
の
命
令
に
服
す
る
」
事
な
ど
思
っ
て
も
い
な
か
っ

た
の
で
遁
嘗
な
言
い
講
を
し
て
一
旦
は
使
臣
を
返
し
た
。
バ
ト
ゥ
は
、

し
か
し
こ
の
言
い
誇
を
認
め
ず
、

再
三
再
四
使
者
を
迭
っ
て
ス
ル
タ
ン

が
自
ら
の
許
へ
出
頭
す
る
様
命
令
し
た
。
こ
の
魚
ル
l
ム
側
で
は
ア
ミ

1
ル
達
が
協
議
の
末
三
人
の
兄
弟
ス
ル
タ
ン
が
揃
っ
て
出
裂
す
る
事
を

決
め
、

三
兄
弟
は
コ
ニ
ヤ
を
出
裂
し
た
。

と
こ
ろ
が
カ
イ
セ
リ
で
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
を
支
持
す
る
最
も
強
力
な
ア
ミ

1
ル
で
あ

っ
た
ア
タ
ベ

グ
の
カ
ラ
タ
イ
が
病
浸
し
た
魚
イ
ッ
。
ス
ッ
デ
ィ

1
ン
は
出
震
を
諦
め
、
末
弟
の
ア
ラ
1
ウ
ッ
デ
ィ

I
ン
を
自
ら
の
代
理
と
し
て
涯
遣
す
る
事
と

371 

し
た
。
ア
ラ
l
ウ
γ
デ
ィ
l
ン
は
兄
の
代
理
と
し
て
バ
ト
ゥ
及
び
モ
ン
ケ
の
許
へ
赴
き
「
出
費
の
多
く
、
資
金
の
少
い
事
情
」
を
上
奏
す
る
環
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定
で
あ
っ
た
が
、
バ
ト
ヮ
の
許
よ
り
カ
ラ
コ
ル
ム
の
大
カ
ン

モ
ン
ケ
の
御
前
へ
赴
く
途
上
で
原
因
不
明
の
死
を
遂
げ
た
。

イ
ブ

ン
・
ビ
I
ピ

ー
の
記
述
に
よ
れ
ば
ア
ラ
l
ウ
ッ
デ
ィ

1

ン
の
一
行
に
は
ル

l
ム
で
の
勢
力
争
い
に
敗
れ
た
ト
ゥ
グ
ラ
1
イ
ー
が
途
中
か
ら
加
わ
り
、

彼
は
ア

@
 

を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
。

ラ
1
ウ
ッ
デ
ィ
l
ン
の
死
後
も
放
を
績
け
て
モ
ン
ケ
の
御
前
に
到
り

一
方@

 

ル
l
ム
に
残
っ
た
イ
ッ
ズ

・
ル
ク
ン
兄
弟
の
う
ち
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は

兄
イ
ッ
ズ
ッ
デ

ィ
l
ン
の
ギ
リ
シ
ャ
人

・
キ
リ
ス
ト
数
徒
の
叔
父
達

大
カ
ン
よ
り
聖
旨
と
牌
子
守
旧
三
回
)

(白
}内}
H
d

弓
注
目
』
岡
山
口
ヨ
ニ
向
日
印
}
凶
〉
と
樹
立
し
た
結
果
、

曾
て
グ
ユ
ク
・
ハ
ン
の
即
位
へ
の
列
席
に
同
行
し
た

穴
即
日
包

色

-
U
E
な
る
人
物
の
勤
め

で
粗
服

(r
r巳
色
ロ
)
を
身
に
纏
い
、

顔
を
見
ら
れ
ぬ
様
、

鉢

(
}
岳
若
宮
n
rる
を
被
っ
て
コ

ニ
ヤ
か
ら
デ
ヴ
ェ
リ
ロ
白
毛
色
口

へ
脱
出
し
た
。

ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ
l
ン
は
カ
イ
セ
リ
で
軍
司
令
官
(
目
Pσ
倒
的
古
)
の

ω曲目
3
g
同
ナ
ロ

E

Oミ
ヨ
官
に
迎
え
ら
れ
、

こ
の
町
で
即
位
し
た
後
各
地

か
ら
丘
ハ
を
集
め

コ
ニ
ヤ
の
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
に
封
抗
し
た
。

ー
ン
を
宥
め
た
が
、

そ
の
際
兄
は
弟
に
ス
ィ
ヴ
ァ
ス

マ
ラ
ト
ヤ
冨
丘
三
守
曲
、
ア
l
ミ
ド

イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ
l
ン
は
弟
の
反
凱
を
知
る
と
使
者
を
迭
っ
て
ル
ク
ヌ
ッ
デ

ィ

〉
ヨ
正
(
現
在
の
り
ぞ
白
円
切
岳
円
〉
、
ハ
ル
プ

ト

-124ー

阿ハ

E
円円曲げ

E
を
割
譲
す
る
事
を
提
案
し
た
。

ル
ク
ヌ
ッ
、
テ
ィ
ー
ン
は
こ
れ
に
劉
し

更
に
カ
イ
セ
リ
と
ク
ル

シ
ェ
ヒ
ル

O
可
m
y
白
『
を
要
求
し

た
。
即
ち
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
此
度
は
サ
ル
タ
ナ
ト
全
域
の
支
配
者
た
る
唯
一
の

ス
ル
タ
ン
位
を
兄
イ
ッ
ズ
ッ
デ

ィ
l
ン
か
ら
奪
う
事
を
企

て
た
の
で
は
な
く

兄
の
存
在
を
認
め
た
上
で
サ
ル
タ
ナ
ト
領
土
の
東
部
領
域
の
支
配
権
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

@
 

ル
ク
ン
兄
弟
は
共
に
再
び
出
陣
し
、
叶
D
N

〉
∞
「
丘
地
方
の
〉
グ
ヨ
包
-
f
H
ゆ削
円
の
野
で
封
峠
し
て
曾
戦
に
及
ん
だ
。
戦
闘
は
前
回
同
様
ル
ク

ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ
l
ン
は
デ
ヴ
ェ
リ
か
ら
キ
リ
キ
ア
の
ス
イ
ス

ω目
的
(
現
在
の
次

0
2と
に
逃
亡
せ
ん
と
し
た

こ
こ
に
到

っ
て
イ

ッ
ズ

ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
敗
北
に
終
り
、

所
を
途
中
ト
ル
コ
マ
ン
に
護
見
さ
れ

カ
イ
セ
リ
へ
連
れ
戻
さ
れ
た
。

二
つ
の
事
件
は
以
上
の
様
な
経
過
を
辿
る
が
、
商
事
件
に
は
ル
l
ム
を

め
ぐ
る
情
勢
の
嬰
化
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
情
勢
の
饗
化
と
は
二
一
五

一
年
の
大
カ
ン

・
モ
ン
ケ
の
即
位
と
モ
ン
ゴ
ル
帝
圏
内
部

に
お
け
る
モ
ン
ケ
H

バ
ト
ゥ
陸
制
の
成
立
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
結
果
曾
て
グ
ユ

ク
の
命
令
で
ス
ル
タ
1
ン
位
を
慶
さ
れ
た
イ

ッ
ズ

ッ
デ
ィ

l
ン
が
ル

l
ム
の
ス
ル
タ
ン
と
し
て
バ
ト
ゥ
の
許
へ
の
出
頭
を
命
ぜ
ら
れ
る
の
に
射
し
、

ル
ク
ヌ

ッ
デ
ィ

l
ン
は
グ
ユ
ク
の
混
後
モ
ン

ケ
リ
バ
ト
ヮ
鐙
制
の
成
立
に
よ
っ
て
そ
の
ス
ル
タ
ン
位
要
求
の
援
り
所
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
背
景
を
考
臆
す
る
時
一
一
一
五



ル
ー
ム
の
純
圏
内
的
な
事
情
に
求
め
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
具
鐙
的
に
は
兄
イ

ッ
ズ
ヅ
デ
ィ
l
ン
に
不
満
を
持
つ
ア
ミ
l
ル
達
が
弟
ル
ク

ヌ
ッ
デ
ィ

I
ン
の
側
に
結
集
し
、
雨
者
聞
に
深

四
年
の
イ
ッ
ズ

・
ル
ク

ン
兄
弟
の

ス
ル
タ
ン
位
争
い
の
直
接
の
原
因
は
五
年
前
の
そ
れ
と
異
な
り
、

刻
な
封
立
が
生
じ
た
結
果
ア
フ
マ
ド
・
ヒ
サ
l
ル
の
戦
闘
に
到

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

有
力
な
ア
ミ
l
ル、

イ
ブ

ン
・
ピ
l
ビ
l
は
ル
ク
ヌ
γ
デ

ィ
l
ン
側
の
最
も

カ
イ
マ
ズ
が
ニ
グ
デ

Z
白
宮
門
四
回
の
軍
司
令
官
職
公
民
-
E印
y
r
RC
を
解
任
さ
れ
た
事
で
ス
ル
タ
ン

・
イ

ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン

@
 

に
恨
を
抱
い
て
い
た
事
、

イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
母
が
ギ
リ
シ
ャ
人
で
あ
っ
た
魚
彼
の
キ
リ
ス
ト
数
徒
の
叔
父
達
が
園
事
に
容
嫁
し
、
と
り
わ

@
 

け
ル
ク
ヌ
ッ
デ

ィ
1
ン
と
鋭
く
樹
立
し
た
結
果
ル
ク
ヌ

γ
デ
ィ

l
ン
は
「
囚
人
の
如
く
惨
め
な
」
心
境
に
あ
っ
た
事
、
更
に
は
イ
ッ
ズ
ッ
デ

ィ

@
 

ー
ン
が
「
卑
し
い
、
下
品
な
」

m
rロ
E
S
達
を
側
近
に
取
り
立
て
、
高
位
を
輿
え
て
い
た
事
が

「
園
の
ア

ミ
l
ル
蓮
」
に
反
感
を
以
て
迎
え
ら

れ
た
事
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
て
い
る
。

ス
ル
タ
ン
・
イ
ヅ
ズ
ヅ
デ
ィ
l
ン
は
自
ら
が
「
牢
ギ
リ
シ
ャ
人
」
で
あ

っ
た
痛
か
イ
ス
ラ
l
ム
数
徒
よ
り

キ
リ
ス
ト
教
徒
を
好
遇
し
、
ト

ル
コ

人
よ
り
ギ
リ
シ
ャ
人
を
傘
重
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
様
で
サ
ル
タ
ナ
ト
の
ア
ミ

1
ル
達
は
こ
う
し
た
イ
ッ
ズ

@
 

γ
デ
ィ

l
ン
の
「
諸
ス
ル
タ

ン
の
慣
習
に
沿
わ
な
い
」
や
り
方
を
容
認
し
な
か

っ
た
と
言
わ
れ
る
。

そ
し
て
イ

v
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
に
劃
す
る
反

-125-

援
は
兄
弟
聞
の
反
目
を
逼
じ
て
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
側
に
勢
力
と
し
て
結
集
し
、

人
々
は
完
全
に
彼

(
Hル
ク
ヌ
V

デ
ィ

l
ン
)
の
側
に
瞬
き
、

名
だ
た
る
ア
ミ

l
ル
達
、

勇
敢
な
軍
の
指
揮
者
達
が
彼
の
軍
の
側
に
附
い

?こ

(
凡
p

k

H・
回

以

-Eω
〉

と
い
う
扶
況
を
現
出
さ
せ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

@
 

ス
ィ
ヤ
、

後
に
は

切
C
E
m
r
Z
に
幽
閉
さ
れ
る
身
と
な

っ
た
。

し
か
し
結
局
ル
ク

ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
此
度
も
兄
の
主
権
を
覆
す
事
に
失
敗
し
、
嘗
初
ア
マ

一
二
五
四
年
再
び
弟
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ
l
ン
の
挑
戦
を
斥
け
た
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
ル
l
ム
に
於
け
る
唯

一
の
ス
ル
タ
ン

に
復
す
る
が
、
彼

の
地
位
も
二
年
後
重
大
な
危
機
を
迎
え
た
。

一
二
五
六
年
夏
突
如
パ
イ
ジ
ュ
・
ノ
ヤ

ン
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
が

「
家
畜
や
女
、
子
供
を
伴
な
っ

て
」
再
び
ル

l
ム
へ
侵
入
し
た
の
で
あ
る
。
ル
ー
ム
側
は
初
め
パ
イ
ジ

ュ
侵
入
の
意
園
を
園
り
か
ね
て

Z
ぽ
山
吉
弘
・
ロ
古
関

r
E各
三
と
い
う
人

一
方
エ
ル
ビ

ス
タ
ン

〉

E
5
5方
面
で
ト
ル

コ
マ

ン
の
〉
m
r
Rr
・2
F
〈芯
亙
由
同
音
ロ
叫

373 

物
を
波
遣
し
て
パ
イ
ジ
ュ
の
意
園
を
探
ら
せ
た
。
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討
伐
を
行
な
っ
て
い
た
サ
l
ヒ
ブ
・
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
軍
隊
が

コ
ニ
ヤ
へ
鯖
還
し
、

叉
各
地
か
ら
兵
員
が
召
集
さ
れ
て
ル

l
ム
側
は
戟

闘
準
備
も
怠
ら
な
か
っ
た
。

ホ
ル
シ

l
ド
は
コ
ニ
ヤ
へ
鯖
還
後
バ
イ
ジ
ム
の
意
園
、がル

1
ム
に
夏
営
地

(
百
三

2
〉
冬
営
地

2
2
7
E
A
)
を

獲
得
す
る
事
に
あ
る
事
を
知
ら
せ
、

ス
ル
タ
ン
に

一
旦
は
こ
れ
を
了
承
さ
せ
た
。

し
か
し

ス
ル
タ

ン
は
密
に
側
近
の

m
r
z
z
s
達
と
謀
っ
て

モ

ン
ゴ
ル
軍
に
劃
す
る
反
抗
を
計
董
し

サ
l
ヒ
プ
・
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ
l
ン、

軍
総
司
令
官

B
曲
一
子
と
己
ヨ
白
岡
町

ω
Z
B
凹
白
ナ
ロ
山
口
J

円
曲
芸

S
5

z
m
-
R
Z∞
の
率
い
る
軍
隊
を
汲
遣
し
て
ア
ク
サ
ラ
イ
近
郊
の
ス
ル
タ
ン
・
ハ
ン
で
バ
イ
ジ

ュ
磨
下
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
挑
ん
だ
。

戦
闘
は
回
暦

六
五
四
年
河
白
同
国
立
帥
ロ
月
二
十
三
日

@
 

ロ
3
2
の
震
に
大
敗
を
喫
し
、
サ

1
ヒ
ブ

・
イ

ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
戦
死
、

(
H
〉

ロ

一
二
五
六

・一

0
・
十
四
)

に
行
な
わ
れ
、

ル
ー
ム
軍
は
バ
イ
ジ
ュ
配
下
の

同ハ
}
H
J
弓
削
」
同

ス
ル
タ
ン

・
イ
ッ
ズ

ッ
デ
ィ

l
ン
は
敗
戦
の
知
ら
せ
を
聞
き
、

コ

ニ
ヤ
を
捨
て
て
ア
ン

タ
リ
ヤ
へ
更
に
は
戸
包
五

(
ラ
オ
デ
ィ
カ
エ
ア
l
現
在
の
り

g
E
C
へ
逃
亡
す
る
と
い
う
結
果
と
な

っ
た
。
以
上
の
経

⑪
 

過
は
イ
ブ
ン
・
ビ

l
ビ
l
の
他
ア
ク
サ
ラ
l
イ
l
、
著
者
不
明
の
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
史
、

バ
ー
ル
・
へ
ブ
ラ
エ
ウ
ス
に
語
ら
れ
て
お
り
、
バ
イ

る
。
そ
れ
で
は
何
故
に
バ
イ
ジ
ュ
は
ル

l
ム
に
牧
地
を
求
め
て
侵
入
し
た
の
か
。

そ
の
理
由
は
モ
ン
ゴ
ル
側
の
史
料
が
明
確
に
こ
れ
を
物
語

つ

-126ー

ジ
ュ
が
牧
地
を
求
め
て
ル
!
ム
に
侵
入
し

ス
ル
タ
ン

・
ハ
ン
の
戦
で
サ
ル
タ
ナ
ト
軍
を

打
ち
破

っ
た
事
は

諸
史
料
の
記
述
が

一
致
し
て
い

て
い
る
。
即
ち
大
カ
ン
・
モ
ン
ケ
が
弟
フ
ラ
グ
に
西
ア
ジ
ア
遠
征
を
命
じ
、@

 

の
軍
隊
は
ル
l
ム
へ
行
く
事
」
が
そ
ン
ケ
の
命
令
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
。

フ
ラ
グ
を
イ
ラ
ン

へ
波
遣
す
る
際
「
バ

イ
ジ
ュ
と
チ
ョ
ル

マ
グ
ン

ラ
シ

l
ド
は
一
二
五
六
年
十
一
月
二
十
日
イ
ス
マ

i
イ
i
リ
l
涯

@
 

の
首
領
H
N
Z
F
口
同

]
-
U
E
MハF
口
町
田

E
r
を
降
服
さ
せ
た
後
フ
ラ
グ
が
イ
ラ
ン
の
カ
ズ
ウ
ィ
ー
ン
附
近
で
越
多
し
た
事
を
述
べ
て
い
る
が
、
バ
イ

ジ
品
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
ム

l
ガ

l
ン
の
牧
地
を
明
け
渡
し

ル
ー
ム
へ
侵
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
二
五
六
年
の
バ
イ
ジ
ュ
の
ル
l
ム
侵
攻

は
こ
れ
が
大
カ
ン
・
モ
ン
ケ
の
命
令
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
事
、

短
期
の
遠
征
で
は
な
く
家
畜
・

家
族
を
伴
な
っ

た
牧
地
の
移
動
で
あ
っ

た

事
と
い
う
二
つ
の
貼
で
一
二
四
三
年
の
侵
攻
と
全
く
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
二
四
三
年
の
キ

ョ
セ

・
ダ
グ
の
戦
を
中
心
と
し
た

一
二
五
六
年
の
再
侵
攻
と
ス
ル
タ
ン

・
ハ
ン
の
戦
は
モ

侵
攻
が
パ
イ
ジ
品
の
濁
断
に
よ
る
短
期
的
な
遠
征
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
に
針
し
、

ン
ゴ
ル
帝
圏
内
部
に
於
け
る
計
霊
的
、
組
織
的
な
牧
地
移
動
命
令
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
側
に
闘
し
て
言
え
ば
一

二
五
六
年



の
ル

1
ム
侵
攻
は
一
二
四
三
年
の
そ
れ
に
比
し
て
は
る
か
に
統
制
の
と
れ
た
、
組
織
化
さ
れ
た
紋
況
の
下
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

黙
で
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
本
格
的
な
ル

l
ム
の
征
服
と
支
配
の
端
緒
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

一
方
自
ら
の
領
土
に
モ
ン

ゴ
ル
人
の
牧
地
が
設

定
さ
れ
た
事
に
起
因
す
る
バ
イ
ジ
ュ
の
第
二
次
侵
攻
は
ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
に
と
っ
て
以
後
直
接
的
な
内
政
へ
の
介
入
を
許
し
た
と
い
う
黙

で
致
命
的
な
事
件
で
あ
っ
た
。

一
二
四
九
年
の
サ
l
ヒ
ブ
・
シ
ャ
ム
ス
ヅ
デ
ィ

l
ン
の
混
落
か
ら

一
二
五
六
年
の
バ
イ
ジ

ュ
の
第
二
次
ル
l
ム
侵
攻
に
到
る
期
間
の
諸
事
件

を
通
じ
て
言
え
る
の
は
、
二
度
に
亙
る
兄
弟
聞
の
ス
ル
タ

ン
位
争
い
が
あ
っ

た
も
の

の
イ
ッ
ズ

v
デ

ィ
l
ン
の
王
権
は
安
泰
で
あ
っ
た
事
、
バ

ト
ゥ
の
ル
l
ム
に
お
け
る
権
盆
要
求
は
根
強
か
っ
た
が
、

か
つ
て
の
サ
l
ヒ
ブ
・
シ
ャ
ム
ス
ず
デ
ィ

1
ン
の
如
き
バ
ト
ゥ
側
の
ハ
l
キ
ム
が
園

政
を
掌
握
す
る
事
は
無
か
っ
た
事
、

ル
ー
ム
の
ア
ミ
l
ル
達
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
射
し
経
済
的
な
匪
迫
を
受
け
な
が
ら
も
サ
ル
タ
ナ
ト
の
濁
立
を

維
持
せ
ん
と
す
る
姿
勢
を
保
っ
て
い
た
事
等
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
バ
イ
ジ

L

の
第
二
次
ル

l
ム
侵
攻
と
ス
ル
タ
ン
・
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

I
ン
の
逃

-127ー

亡
と
い
う
事
態
が
瑳
生
し
た
事
に
よ
り
こ
の
様
な
情
勢
は
一

饗
し
た
。

叩
叫

一
二
五
六
l
一
一
一
六

1 

兄
弟
に
よ
る
園
土
の
二
分

一
二
五
六
年
の
バ
イ
ジ
ュ
の
第
二
次
ル
l
ム
侵
攻
と
ス
ル
タ
ン
・
イ
ッ
ズ
γ
デ
ィ

1
ン
の
園
都
コ
ニ
ヤ
か
ら
の
逃
亡
の
結
果
サ
ル
タ
ナ
ト
の

要
人
達
は

の
獄
か
ら
ル
ク
ヌ
ヅ
デ
ィ

I
ン
を
救
出
し
て
コ
ニ
ヤ
で
ス

ル
タ
ン
位
に
即
け
た
。

ー

@

ン
・
ル
ク
ヌ

ッ
デ
ィ

l
ン
は
バ
イ
ジ
ュ
と
共
に

〉
σ
a
H
m
R
B
の

QNH-
ヨ
ミ
品
口
一
の
地
で
す
ご
し
た
。
一
方
イ
ッ
ズ

ッ
デ
ィ

l
ン
は
コ

ニ
ヤ
か

@
 

ら
ア
ン
タ
リ
ャ
、
更
に
デ
ニ
ズ
リ
(
円
、
包
S
)
へ
と
逃
げ
た
後
バ
イ
ジ
ュ
の
子
恩
師
口
忠
司
に
よ
る
パ
イ
ジ
ュ
の
許
へ
の
出
頭
の
勧
告
に
も
躍
。せ
ず
、

@
 

デ
ニ
ズ
リ
か
ら
ピ
ザ
ン
ツ
領
(
玄
-
包
-
F
F白
血

r
Eコ
)
へ
と
避
難
し
た
。

切
口
『
ロ

mr-口

一
二
五
六
1

七
年
の
多
を
ス
ル
タ

375 

一
二
五
七
年
の
春
バ
イ
ジ

ュ
は
フ

ラ
グ
に
奔
謁
す
ベ
く
ル

1
ム
を
去
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@
 

っ
た
が
、
彼
は
出
設
に
嘗
っ
て
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
に
射
し
園
都
コ

ニ
ヤ
の
城
壁
の
破

J

援
を
命
じ
、
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
町
の
外
壁
を
破
壊

せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
ビ
ザ
ン

ツ
領
に
あ
っ

た
イ
ッ
ズ
ッ
デ

ィ
l
ン
は
バ

イ
ジ
ュ

の
蹄
思惑
を
知
る
と
故
圏
へ
蹄
ら
ん
と
し
、
ル

ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l

ン
が
バ
イ
ジ
品
の
跡
を
追
う
様
に
フ
ラ
グ
の
奔
謁
へ
と
出
渡
し
た
魚
抵
抗
を
受
け
る
事
な
く
コ
ニ
ヤ
へ
蹄
還
し
た
。

@
 

ば
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝

(
自白

-
F
白
ナ
河
口
日
)
は
彼
の
掩
護
に
三
千
の
フ

ラ
ン
ク
騎
兵
を
同
行
さ
せ
た
と
い
う
。

ア
ク
サ
ラ
l
イ
ー
に
よ
れ

ル
ク
ヌ
ッ
、
テ
ィ
ー
ン
は

ハ
マ
、
タ
l
ン

興
え
ら
れ
た
。

で
フ
ラ
グ
の
御
前
に
達
し
、
奔
謁
し
て
慰
撫
さ
れ
た
後
全
一
軍
、
全
地
域
、
全
人
民
を
統
べ
る
ス
ル
タ
ン
と
し
て
フ
ラ
グ
よ
り
忠
告
(ロ
2
巴
乞

を

ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
蹄
園
を
許
さ
れ
、エ

ル
ズ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
に
到

っ
た
が
、
最
多
の
魚
此
地
に
滞
留
を
除
儀
な
く
さ
れ
た
。
イ

ブ
ン
・
ビ

l
ビ
l
は
語
っ
て
い
な
い
が

ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
エ
ル
ズ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
滞
留
の
原
因
に
イ
ッ

ズ
ッ
デ

ィ
l
ン
側
の
抵
抗
が
あ
っ

が
自
ら
の
領
土
ト
カ
ト
叶

E
公
の
奪
回
を
園
り

た
事
は
確
貫
で
あ
る
。
翌
春
(
一
二
五
八
)
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
最
も
強
力
な
支
持
者
で
あ

っ
た
宮
門
宅
阻
E
宮
口
J

ロ
巳
・
ロ

E
ω
三
ミ
ヨ
山
口

@
 

却
っ
て

J
E
E
P
N
の
山
中
で
イ
ッ

ズ
ッ
.テ
ィ
ー

ン
側
の

フ

フ

グ
t主

〉

白』

o? ul 

!o i;" 白，

~ ~ 凶・
~ 3 
W司 白
~ ;:.. 

20@停

のな
二る
勝人
を物

寓敗

の
兵
と
共
に
汲
遣
し
、

こ
の
援
助
を
得
て
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
ニ

ク
サ
ル

z
t内
円
印
刷
円
を
攻
略
し
、

此
地
で
三
度
目
の
即
位
を
行
な
っ
た
。

-128ー

北
を
蒙
っ
た
事
態
に
及
び
、
パ
ル
ワ

l
ネ
は
フ
ラ
グ
の
オ
ル
ド
へ
赴
い
て
援
助
を
請
う
た
。

し
か
し
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
援
助
を
受
け
乍
ら
ル
ク

ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
ト
カ
ト
の
攻
略
に
失
敗
し
、

そ
の
近
傍
に
滞
留
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

イ

プ
ン
・
ビ

l
ビ
ー
に
よ
れ
ば
こ
の
様
な
欣
況
の
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
許
ヘ
ス
ル
タ
ン
・

ア
ラ

l
ウ

ッ
デ
ィ

l
ン
に
同
行
し
、

モ
ン
ゴ
リ
ア
へ

赴
い
た
ト
ヮ
グ
ラ

l
イ
l
が
到
着
し
た
と
い
う
。

ト
ゥ
グ
ラ
l
イ
l
は
大
カ
ン
・
モ
ン

ケ
の

許
で
ス
ル
タ
ン

・
イ

ッ
ズ
ッ
デ
ィ

1
ン
の
反
凱

(
d
Eロ
)
と
ス
ル
タ
ン

・ハ

ン
の
戦
の
知
ら
せ
を
受
け
、
こ
れ
を
知
っ
た
モ
ン
ケ
・
ハ
ン
が
ル

l
ム
の
ス
ル
タ
ン
位
を
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

1
ン
に

授
け
た
事
を
博
え
た
。

モ
ン
ケ
の
命
令
に
基
づ

い
て
ト
ゥ
グ
ラ

l
イ
!
と
ル

ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
に
劉
し
そ
の
出
頭
を
求

め
て
度
々
使
者
を
迭
っ
た
が
、

イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

I
ン
は
出
頭
に
雁
じ
な
か
っ
た
。
結
局
ス

ィ
ヴ
ァ
ス
河
(
仰
げ
ム

ω
Z-仙印l
即

ち

穴

5
-
r
B白
ε

を
境
に
園
土
の
西
半
を
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
が
支
配
し

東
半
は
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ
l
ン
の
統
治
下
に
入
る
事
に
な
っ

た
。
史
家
イ
ブ
ン

・
ビ
l

ビ
ー
は
自
ら
こ
の
兄
弟
聞
で
園
土
を
二
分
す
る
盟
約
の
締
結
に
立
ち
合
っ
た
ら
し
く
、



卑
し
き
僕

(
V
E
r
-
-
z
g
H
E
即
ち
私
)
が
こ
の
盟
約
を
書
き
留
め
た
。

(
K
H-
K

P

H

V

B
H
)
 

と
記
し
て
い
る
。
イ
ッ
ズ
・
ル
ク
ン
兄
弟
聞
の
園
土
の
二
分
は
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

I
ン
側
の
大
幅
な
譲
歩
に
よ

っ
て
賓
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
大
幅
な
譲
歩
を
迫
っ
た
の
は
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
側
に
直
接
的
な
モ
ン
ゴ
ル
人
の
軍
事
的
支
援
|
イ
ブ
ン

・
ビ

l
ピ
ー
に
よ
れ
ば

一
高
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
ー
が
あ
っ
た
震
で
あ
ろ
う
。
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
最
早

一
二
四
六
年
の
グ
ユ
グ
の
裁
定
で
は
な
く
、
西
ア
ジ
ア
に
自
ら

到
来
し
た
モ
ン
ゴ
ル
の
皇
弟
フ
ラ
グ
、
そ
し
て
こ
の
フ
ラ
グ
を
涯
遣
し
た
大
カ
ン
・
モ
ン
ケ
の
承
認
に
よ
り
兄
イ
γ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
に
劉
し
ル

ー
ム
の
ス

ル
タ
ン
位
を
要
求
出
来
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
一

方
ル

l
ム
の
現
朕
は
決
し
て
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
に
射
し
て
有
利
な
朕
況
に
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
ル
ク
ヌ

γ
デ
ィ

1
ン
が
曾
て
二
度
の
ス
ル
タ

ン
位
争
い
に
お
い
て
一
度
も
兄
イ
ヅ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
王
様
を
覆
す
事
が
出
来
な

か
っ
た
事
の
み
な
ら
ず
、

フ
ラ
グ
の
許
よ
り
諦
還
後
濁
力
で
は
エ
ル
ズ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
よ
り
先
へ
進
め
な
か

っ
た
事
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

結
局
ト
ゥ
グ
ラ

I
イ
l
の
護
意
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
兄
弟
聞
の
園
土
分
割
は
モ
ン
ゴ
ル
側
の
支
援
を
擦
り
所
に
ス
ル
タ

ン
位
を
要
求
す
る
ル
ク

ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
と
自
ら
準
ん
で
モ
ン
ゴ
ル
人
の
許
へ
赴
こ
う
と
は
せ
ぬ
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

1
ン
の
聞
に
妥
協
を
見
出
し
、

ル
ー
ム
の
現
肢
に
沿
っ

-129ー

た
解
決
を
探
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
二
五
六
年
以
降
モ
ン
ゴ

ル
人
に
よ
る
ル
l
ム
に
射
す
る
干
渉
は
以
前
に
も
増
し
て
直
接

ル
l
ム
の
二
人
の
ス
ル
タ
ン
の
う
ち
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
封
し
よ
り
協
力
的
で
あ
り
、
準
ん
で
モ
ン

ゴ
ル
人

的
と
な
っ
た
。

一
方
兄
の
イ
ヅ
ズ
ッ
デ
ィ

I
ン
は
一
二
五
四
年
の
バ
ト
ゥ
に
よ
る
出
頭
命
令
に
も

一
二
五
六
年
の
バ

イ
ジ
ュ
に
よ
る
命
令
に
も
、
更
に
は
一
二
五
八
年
の
ト
ゥ
グ
ラ
l
イ
ー
を
逼
し
た
モ
ン
ケ
の
出
頭
命
令
に
も
雁
ぜ
ず
、

の
許
へ
赴
い
て
積
極
的
に
服
従
し
た
が
、

決
し
て
モ
ン

ゴ
ル
人
の

許
へ
赴
く
事
は
無
か
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
一
向
に
服
従
を
表
明
し
に
衆
な
い
イ
γ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
彼
ら
に
背
い
て
い
る
の
で
あ

り
、
取
り
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た
の
に
封
し
、

積
極
的
に
服
従
し
、

彼
ら
に
協
力
す
る
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
こ
そ
支
持
す
べ
き

「
正
賞
な
る
」
ス
ル
タ
ン
で
あ
っ
た
。
逆
に
ル
l
ム
に
と
っ
て
見
れ
ば
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

I
ン
は
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ
l
ン
よ
り
は
る
か
に
園
家
の
主

権
の
濁
立
を
維
持
せ
ん
と
す
る
姿
勢
を
貫
い
た
ス
ル
タ
ン
で
あ
り
、

モ
ン
ゴ
ル
人
に
劃
す
る
服
従
を
潔
し
と
せ
ぬ
ア
ミ

l
ル
達
の
接
り
所
で
あ

し
か

L
こ
の
サ
ル
タ
ナ
ト
濁
立
の
援
り
所
と
な
っ
て
い
た
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

1
ン
の
王
権
も
一
二
五
六
年
の
バ
イ
ジ
品
の
第
二
次
ル
l
ム

377 

っ
た
。
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侵
攻
と
こ
れ
に
績
く
ル
ク
ヌ
ッ
‘
テ
ィ
ー
ン
の
即
位
、
更
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
直
接
的
な
介
入
が
原
因
と
な
っ
て
決
定
さ
れ
た
園
土
の
二
分
に
よ
り

存
亡
の
危
地
に
立
た
さ
れ
た
。

ル
ー
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
の
服
す
べ
き
モ
ン
ゴ
ル
の
支
配
者
は

最
早
バ
イ
ジ
ι

・
ノ
ヤ
ン
で
は
な
く
、

黒
海
の
彼

方
キ
プ
チ
ャ
ク
草
原
の
バ
ト
ゥ
大
王
で
も
な
く

ル
ー
ム
か
ら
僅
か
に
コ

l
カ
サ
ス
を
隔
て
た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

に
牧
地
を
定
め
た
フ
ラ
グ

ハ
ン
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

2 

イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
逃
亡

イ
ッ
ズ
・
ル

ク
ン
兄
弟
の
聞
に
園
土
を
二
分
す
る
事
を
決
し
た
盟
約
が
結
ば
れ
る
と
二
人
は
相
次
い
で
一
二
五
八
年
二
月
十
日
バ
グ
ダ
ー
ド

の
ア
ッ
バ

l
ス
朝
カ
リ
フ

と
・
冨

5押
印
舟
叩

FEr--E-芸
を
降
服
さ
せ
た
フ
ラ
グ
の
許
へ
赴
い
た
。

ラ
シ

l
ド
に
よ
れ
ば
六
五
六
年

ω
z
d
E

月
四
日

(
H
〉・

0

一
二
五
八
・
八
・
六
)

ル
ー
ム
の
ス
ル
タ
ン

イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
が

綴
い
て
四
日
後
ル
ク
ヌ
ッ
、テ
ィ
ー

ン
が
タ
ブ

-130一

リ
l
ズ
地
方
の
宮
口

E
A
で
フ
ラ
グ
の
御
前
に
達
し
た
と
い
う
。
ラ
シ
l
ド
に
よ
る
と
、

フ
ラ
グ

・
ハ
ン
は
ス
ル
タ
ン
・
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
に
関
し
て
(
彼
が
)
バ
イ
ジ
ュ

・
ノ
ヤ
ン
に
射
し
て
無
躍
を
な
し
、
彼
と
戦

っ
た
震
に

怒
っ
て
い
た
。
バ
グ
ダ
ー
ド
の
攻
略
後
ス
ル
タ
ン
・
イ
ッ
ズ
ッ
.
テ
ィ
ー
ン
は
甚
し
く
畏
怖
し
て
計
略
の
妙
を
も

っ
て
自
ら
が
罪
あ
る
困
難
な

立
場
か
ら
救
わ
れ
ん
事
を
願
っ
た
。

(~
・
吋
・
¥
ぬ
同
】
・ω
M
N
・
肉
、
・
吋
・¥
み
℃
・

8
)

そ
の
故
に
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
自
ら
の
姿
を
躍
に
描
か
せ
た
長
靴
を
フ
ラ
グ
に
献
上
し
、

私
の
頭
を
ハ

ン
の
足
裏
で
踏
ん
で
下
さ
い
と
語
つ

て
フ
ラ
グ
に
劃
す
る
屈
辱
的
な
臣
従
の
姿
勢
を
示
し
た
と
い
う
。

こ
の
結
果
フ
ラ
グ
は
彼
の
罪
を
許
し
、
慰
撫
し
た
後
イ
ブ

ン
・
ビ
i
ビ
l
に

よ
れ
ば
モ
ン
ケ
・
ハ
ン
の
聖
旨
と
牌
子
を
授
け
た
と
い
う
。

一
方
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
到
着
後
曾
て
の
思
寵
を
更
新
さ
れ

兄
弟
は
フ
ラ
グ

の
オ
ル
ド
で
「
和
解
の
抱
擁
」
を
行
な
っ
た
。
フ
ラ
グ
は
ト
ゥ
グ
ラ
l
イ
l
と
パ
ル
ワ
1

ネ
の
説
明
に
基
づ
い
て
兄
弟
聞
で
園
土
を
二
分
す
る

事
を
承
認
し
た
。
そ
し
て
兄
弟
に
シ
リ
ア

・エ

ジ
プ
ト
遠
征
の
準
備
の
篤
タ

e

フ
リ
ー
ズ
へ
行
く
様
に
命
じ
た
。
雨
ス

ル
タ
ン
は
タ
，フ

リ
ー
ズ
で

シ
リ
ア
遠
征
の
準
備
を
し
た
が



出
費
が
多
く
、
資
金
が
少
い
篤
王
の
財
庫

(rEN凶
E
・1
A帥
B
-
E〉
か
ら
四
百

E
-
u
r
の
借
財

(
E
S
Zち
を
し
た
。

@
 

こ
の
後
兄
弟
は
フ
ラ
グ
に
従
っ
て
ア
レ
ッ
ポ
へ
向
か
っ
た
と
い
う
。

ラ
シ
l
ド
の
記
述
に
従
え
ば
フ
ラ
グ
は
一

二
五
九
年
九
月
十
二
日
シ
リ
ア

〈

k
p
b・目
u
・

8
N)

遠
征
に
出
渡
し
て
先
ず
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー

ン
に
準
箪
し
、

績
い
て
デ
ィ
ヤ
l
ル
・
バ
ク
ル
の
各
地
を
征
服
し
た
後
ユ

l
フ

ラ
テ
ス
河
を
渡
っ

て

ア
レ
ッ
ポ
を
包
圏

一
二
五
九
年
十
一

l
十
二
月
に
こ
の
町
を
攻
略
し
た
。
ダ
マ
ス
ク
ス
は
自
護
的
に
開
城
し
た
魚
フ

ラ
グ
は
こ
の
地
に

m
g
f
E

を
置
き
、
モ

ン
ゴ
リ
ア
よ
り
大
カ
ン
・
モ

ン
ケ
死
去
の
知
ら
せ
が
届
く
と
シ
リ
ア
を
去
っ
て

一
一一六

O
年
六
月
六
日
に
ア
フ
ラ
l
ト
〉
}
岳
町
付

@
 

に
蹄
着
し
た
と
さ
れ
る
。
イ
ブ
ン

・
ピ
l
ピ
ー
は
フ
ラ
グ
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
購
っ
て
後
、

ス
ル
タ

ン
・
イ

ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
に
聖
旨
と
牌
子
を
返
す
よ
う
求
め

こ
れ
を
ス
ル
タ
ン

・
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ
l
ン
に
興
え
て
彼
を
大
い
に
慰

撫
し
た
後
開
園
の
許
し
を
輿
え
た
。

(み
-
kp
日

u
・
8
3

と
記
し
て
い
る
。
ラ
シ

l
ド
と
イ
ブ
ン
・
ビ
l
ピ

l
の
記
す
所
を
併
せ
て
考
え
る
と
イ
ッ
ズ

・
ル
ク
ン
兄
弟
は
約
二
年
間
ル

1
ム
を
離
れ
て
モ

ン
ゴ
ル
軍
の
シ
リ
ア
遠
征
に
従
っ
た
事
に
な
る
。
こ
の
聞
の
事
情
は
詳
細
が
不
明
で
、

ラ
シ

l
ド
は
南
ス
ル
タ
ン
が
フ
ラ
グ
の
シ
リ
ア
遠
征
に

-131ー

従
軍
し
た
事
に
つ
い
て
は
記
さ
ず
、
ア
ク
サ
ラ
l
イ
l、

バ
ー

ル
・
へ
ブ
ラ
エ
ウ
ス
、

マ
ク
リ
l
ズ
ィ
ー
は
雨
ス
ル
タ

ン
の
フ
ラ
グ
の
許
へ
の
伺

@
 

候
を

一
二
五
九
年
の
事
と
し
て
い
る
。
結
論
は
容
易
に
下
せ
ぬ
が
、
筆
者
は
モ
ン
ゴ
ル
側
、

ル
ー
ム
側
各
々
の
最
も
基
本
的
な
史
料
で
あ
る
ラ

シ
ー
ド
と
イ
ブ
ン

・
ピ
1
ビ
l
の
記
述
を
傘
重
し
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
ル
l
ム

・
サ
ル
タ
ナ
ト
に
と
っ
て

重
大
な
意
義
を
有
し
た
事
柄
は
イ

ッ
ズ

・
ル
ク
ン
兄
弟
聞
の
園
土
の
二
分
が
フ
ラ
グ
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
事
で
あ
る
。

度
に
亙
る
モ

ン
ゴ
ル
側
の
出
頭
命
令
に
鷹
じ
な
か
っ

た
ス
ル
タ
ン

・
イ

ッ
ズ
ッ
デ
ィ

1
ン
が
初
め
て
フ
ラ
グ
の
許
へ
起
い
た
理
由
は
ラ

シ

l
ド
が
記
す
様
に
バ

グ
ダ
l
ト
の
カ
リ
フ
す
ら
滅
亡
さ
せ

た
モ

ン
ゴ
ル
人
に
射
し
て
最
早
抵
抗
出
来
ぬ
事
を
悟
っ
た
魚
で
あ
ろ
う
。

こ
の
故
に
イ
γ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
フ

ラ
グ
に
劃
し
て
屈
辱
的
な
臣
従

の
姿
勢
を
示
し
、

パ
イ
ジ
ュ
と
戦
い
モ

ン
ゴ

ル
人
に
反
抗
し
た
「
罪
」
が
許
さ
れ
る
事
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
雨
ス

ル
タ
ン
が
フ

ラ
グ
の
許

へ

伺
候
し

ル
ー
ム
の
現
献
を
承
認
さ
れ
た
事
は
ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
の
君
主
が
名
目
上
完
全
に
モ
ン
ゴ
ル
人
の
支
配
下
に
入

っ
た
事
を
象
徴

379 

す
る
事
件
で
あ
っ
た
。

一
二
四
三
年
の
バ
イ
ジ
ュ
の
侵
攻
に
始
ま
り

一
二
五
六
年
の
フ
ラ
グ
の
イ
ラ
ン
到
着
と
こ
れ
に
連
動
し
た
バ
イ
ジ

品
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の
第
二
次
ル
l
ム
侵
攻
を
鰹
て

一
二
五
八
年
ル
l
ム
の
雨
ス
ル
タ
ン
、

イ
ッ
ズ

・
ル
ク
ソ
兄
弟
が
揃
っ
て
フ
ラ
グ
に
臣
従
す
る
に
到
り
、

モ
ン

ゴ
ル
人
に
よ
る
ル
l
ム
征
服
は
漸
く
そ
の
完
成
へ
と
近
づ
い
て
い
た
。

イ
ブ
ン

・
ビ
1
ビ
ー
に
よ
れ
ば
イ
て
ス

・
ル
ク
ン
兄
弟
は
フ
ラ
グ
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
諦
還
の
後
鯨
園
を
許
さ
れ、

j
s
ツ
ズ
ヅ

ザア

ィ

l
ン

は
コ
ニ
ヤ
へ

ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
ト
カ
ト
へ
簡
還
し
た
。

フ
ラ
グ
の
承
認
に
よ

っ
て
ル

l
ム

・
サ
ル
タ
ナ
ト
に
は
園
土
の
西
牢
を
支
配
す

る
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ
l
ン
、
東
宇
を
支
配
す
る
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ
l
ン
と
い
う

こ
人
の
ス
ル
タ
ン
が
並
存
す
る
紋
況
が
確
定
し
た
が
、
行
政
の
最
高

責
任
者
で
あ
る
宰
相
(
サ
l
ヒ
ブ
)
は
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
l
ン
・
ト
ゥ
グ
ラ
l
イ
l

一
人
で
あ
り
、

彼
が
雨
ス
ル
タ
ン
の
ワ
ズ
ィ

l
ル
位
を
乗

ね
持
っ
て
い
た
。

し
か
し

一
二
六

O
年
中
に
ト
ヮ
グ
ラ
I
イ
ー
が
他
界
す
る
と
イ

ッ
ズ
ッ
デ

ィ
l
ン
は
ワ
ズ
ィ

1
ル
位
を

口
同
ぷ
寸

の

フ
ァ

フ

ル
ッ
デ
ィ

1
ン
・
ア
リ
l
に
興
え
た
の
に
劉
し

イ
ル

・
ハ
ン

(
H
フ
ラ
グ
)
は
ス
ル
タ
ン

・
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ
l
ン
の
ワ
ズ
ィ
l
ル
位
に
ム
イ
l
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
・
パ
ル
ワ

1
ネ
|
彼
は
そ
の

命
令
に
全
て
の
者
が
従
う
所
の
ハ

l
キ
ム
(
百

r
Eム
E
E
r
白
]自
白

B
乙
で
あ
っ
た
ー
を
就
け
る
よ
う
命
ず
る
聖
旨
を
迭
っ
た
。

(kp

h
・

-132ー

同
】
・

8ω
)ル

ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
側
で
は
宰
相
の
任
命
す
ら
イ
ル
・
ハ
ン
の
命
令
で
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
様
に
南
ス
ル
タ
ン

は
フ
ラ
グ
の
財
庫
か
ら
借
財
(
官
主
〉
を
し
て
い
た
が
、
フ
ラ
グ
は
こ
の
借
財
の
取
立
て
と
毎
年
の
貢
納
の
徴
牧
の
篤
司
と
巳
-
D
E
冨
ロ
ダ
N
N

と
叶
ロ

rzrσ
品
Z
E
と
い
う
人
物
を
涯
遣
し
た
。
ア
ク
サ
ラ
l
イ
ー
に
よ
れ
ば

二
人
は
先
ず
ス
ル
タ
ン

・
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
許
を
訪

と
い
う
。

れ

「
現
金
税
」
ヨ
包
を
要
求
し
た
。

ス
ル
タ
ン
は
こ
れ
に
射
し
、

ス
ル
タ
ン

・
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
汝
ら
の
来
た
道
筋
に
居
た
の
で
あ
る
か
ら
先
ず
そ
ち
ら
側
の

B
u
-
-を
獲
得
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(
〉
山「

-
k
p

同

】

・

。

ω)

と
し
て
使
臣
達
の
要
求
に
腫
じ
な
か
っ
た
。
使
臣
達
が
フ
ラ
グ
の
御
前
へ
戻
り
、

ル
ー
ム
の
獄
況
を
上
奏
す
る
と
フ
ラ
グ
は
次
の
如
き
聖
旨
を

議
し
た
と
い
う
。



ス
ル
タ
ン
・
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ
l
ン
よ
、

次
の
事
を
知
れ
。

汝
が
こ
の
地
へ
来
た
時
我
々
は
汝
の
期
待
し
た
如
何
な
る
恩
寵
も
か
な
え
て
や

り
、
如
何
な
る
要
墓
に
も
答
え
て
や
っ
た
。
叉
汝
が
自
ら
必
要
と
す
る
資
金
を
借
り
た
い
と
願
っ
た
時
、
我
々
は
財
庫
か
ら
(
そ
れ
を
〉
出

し
て
や
っ
た
。

と
こ
ろ
が
自
ら
の
慌
繁
と
安
寧
の
場
所
へ
着

ル
ー
ム
の
諸
地
方
の
震
に
は
拘
束
に
よ
る
少
額
の
財
物
で
我
々
は
満
足
し
た
。

く
や
汝
は
我
々
の
恩
恵
を
忘
却
し
、
我
々
の
使
臣
達
に
射
し
無
躍
を
な
し
、
ル
ー
ム
の
税
と
借
財
に
つ
い
て
は
全
く
(
我
々
の
)
財
庫

へ
運

ぼ
う
と
し
な
か
っ
た
。
今
や
汝
が
魚
の
如
く
海
の
底
へ
潜
り
、
鳥
の
如
く
空
中
を
飛
ぼ
う
が
、

此
後
我
々
(
の
追
求
)
か
ら
救
わ
れ
、
安
全

に
な
る
事
は
あ
り
得
な
い
。

2h-
K同・
切

-g)

一
方
イ
ブ

ン
・
ピ
l
ピ
ー
に
よ
れ
ば
密
告
に
よ
り
ス
ル
タ
ン

・
イ
γ
ズ

ッ
デ
ィ

l
ン
が
海
上
を
通
じ
て
エ

ジ
プ
ト
の
マ
ム
ル

1
グ
朝
と
接
縄

し
て
い
る
事
を
知

っ
た
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ
l
ン
側
の
宰
相
ム
イ
l
ヌ
ッ
デ
ィ
l
ン
・パ

ル
ワ
l
ネ
は
モ
ン
ゴ
ル
の
部
将
ア
リ
ジ
ャ
ク
を
通
じ
て
直

エ
ジ
プ
ト
側
の
史
料
で
あ
る
マ
ク
リ
1
ズ
ィ
ー
に
は
ル

I
ム
の
ス
ル
タ
ン
・
イ
ッ
ズ
ヅ
デ
ィ
l
ン

@
 

が
エ
ジ
プ
ト
の
ス
ル
タ
ン
・
バ
イ
バ
ル
ス
に
使
者
を
汲
遣
し
て
支
援
を
乞
う
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
、
イ
γ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
意
圃
は
恐
ら
く
、

ち
に
こ
れ
を
フ
ラ
グ
に
知
ら
せ
た
と
い
う
。

-133-

一
一
一
六

O
年
内
〉
吉
宮
古
門
で
モ

ン
ゴ
ル
軍
を
撃
破
し
た
マ
ム
ル
l
ク
朝
エ

ジ
プ
ト
の
支
援
を
得
て
モ
ン
ゴ
ル
人
に
最
後
の
抵
抗
を
試
み
ん
と

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
グ
は
此
の
様
な
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

1
ン
の
動
き
を
知
る
と
鹿
罰
の

震
ア
リ
ジ
ャ
ク
を
長
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
を
コ

ニ

ヤ
へ
向
か
わ
せ
た
。
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
「
サ
ル
タ
ナ
ト
の
最
後
の
息
の
根
を
止
め
る
事

C
Z巳
ム
ゲ
ロ
佐
官
}
岡
田
・

1z-窓
口
問
乙

を
決
め
、
接
近
中
」
と
の
知
ら
せ
を
受
け
る
と
一
族
、
家
臣
を
伴
な
っ
て
ア
ン
タ
リ
ヤ
へ
逃
亡
し
た
。
外
壁
の
破
壊
に
よ
り
最
早
園
都
コ

ニ
ヤ

の
防
衛
す
ら
不
可
能
で
あ
っ
た
。
二
日
後
モ
ン
ゴ
ル
軍
と
ル
グ
ヌ

γ
デ
ィ
l
ン
が
コ
ニ
ヤ
へ
到
り
、
一
一
一
六
一
年
八
月
十
二
日
ル

ク
ヌ

ヅ
デ

ィ

l

ン
は
ル

l
ム

の
唯
一
の
ス
ル
タ
ン
と
し
て
即
位
し
た
。
イ
ザ
ズ
ッ
デ
ィ
l
ン
は
向
ア

ン
タ
リ
ヤ
に
留
ま
っ
て
は
い
た
が
、
自
ら
の
部
将
豆
町

∞
与
包
日
が
コ
ニ
ヤ
近
郊
の
}
内
山
司
君
削
ロ
目
白

5
・1
〉
-
Bロ
zr
で
モ

ン
ゴ
ル
軍
に
敗
れ
た
事
を
知
る
と

m，
E
Eち
凹

(
パ
シ
レ
ウ
ス
H

ピ
ザ

ン
ツ

@
 

皇
帝
)
の
許
へ
使
者
を
迭
り
、
ガ
レ

l
船
で
イ
ス
タ
ン
プ
ル
伊
丹
白
ロ
ゲ
己
の
切
包
巳
口
m
Y
D印

(
U
パ
ラ
イ
オ
ロ

ゴ
ス
)
の
許
へ
亡
命
し
た
。
イ
ッ

卸
ち
表
面
上
フ
ラ
グ
に
臣
従
し
な
が
ら

381 

ズ
ッ
デ
ィ
l
ン
の
ビ
ザ
ン
ツ
へ
の
亡
命
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
ル
l
ム
全
域
の
征
服
を
可
能
に
し
た
。
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も
向
エ
ジ
プ
ト
の
マ
ム
ル
l
ク
朝
と
接
燭
し
、
貢
納
を
支
携
わ
ず
、

最
後
ま
で
モ
ン
ゴ
ル
人
に
劃
し
て
反
抗
的
姿
勢
を
示
し
た
ス
ル

タ
ン
・
イ

ツ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
が
ル

l
ム
を
去
っ
た
事
に
よ
り
ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
従
お
う
と
せ
ぬ
公
式
の
敵
は
最
早
存
在
し
な
く

E
っ
こ
。

ナ
J

ザ

争
J

ル
ー
ム
の
唯

一
の
ス
ル
タ

ン
と
な
っ
た
ル
ク

ヌ
ッ
、テ
ィ
ー
ン
は
曾
て

一
度
も
モ
ン

ゴ
ル
人
に
針
し
反
抗
の
姿
勢
を
示
し
た
事
な
く
、

と
り
わ
け
フ
ラ
グ

・
ハ
ン
に
は
全
面
的
に
服
従
し
、

そ
の
直
接
的
な
支
援
の
下
に
ス
ル
タ
ン
位
に
卸
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
人
は
こ

の
ス
ル
タ
ン
・
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
を
通
し
て
ル
l
ム
の
全
域
を
支
配
す
る
事
が
出
来
る
援
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

」
の
意
味
で
イ
ッ
ズ
ッ
デ

ィ
1
ン
の
ル

l
ム
か
ら
の
逃
亡
と
ピ
ザ
ン
ツ
へ
の
亡
命
は
モ

ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
ル

l
ム
征
服
の
完
成
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
イ
ッ

ズ
ッ
デ
ィ

1
ン
の
亡
命
は
西
暦
十
一

世
紀
以
来
小
ア
ジ
ア
を
支
配
し
て
来
た
セ
ル
ジ

7lク
朝
ス
ル
タ
ン
政
権
の
濁
立
し
た
主
権
が
そ
の
「
最

後
の
息
の
根
」
を
止
め
ら
れ
た
事
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
イ
ッ
ズ

・
ル
グ
ン
兄
弟
の
そ
の
後
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
先
ず
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
一

一一
六
六
年
ま
で
ス
ル
タ
ン
と
し
て

@
 

君
臨
し
た
後
彼
の
擁
立
に
功
あ
っ
た
パ
ル
ワ

l
ネ
の
好
計
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
。

ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
死
に
は
異
教
徒
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
人

-134ー

が
開
っ
て
い
た
矯
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ

1
ン
は
イ
ブ
ン

・
ビ
l
ピ
ー
に
よ
り
「
殉
数
ス
ル
タ
ン
」

E
}片
山
口
ム
与
問
「
正
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
は

「異
郷
に
て
亡
く
な
っ
た
ス
ル
タ
ン
」
印
己
芯
ロ
ム
ヨ
ミ
グ
ロ
ヨ
ム
ぬ

r
R号
と
呼
ば
れ
る
。
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
ビ
ザ
ン

ツ
へ
の
亡
命
後
パ
シ
レ
ウ
ス
、
ミ
カ
エ
ル
八
世
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
(
在
位
三
二
ハ
一

l
一
二
八
二
〉
に
劃
し
て
ク
l

・
デ
タ
を
企
て
た
が
、
護

@
 

究
し
て
一
城
塞
に
監
禁
さ
れ
た
と
い
う
。
ア
ク
サ
ラ
l
イ
ー
に
よ
れ
ば
イ
ッ
ズ

ッ
デ
ィ

1
ン
の
叔
母
が
キ
プ
チ
ャ
ク
草
原
の
ベ
ル
ケ

・
ハ
ン
の

@
 

妃
と
な
っ
て
い
た
鴛
彼
女
が
ス
ル
タ
ン
の
救
出
を
ベ
ル
ケ
に
勧
め
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ブ
ン

・
ビ
1
ビ
ー
に
よ
る
と
巌
多
期
に
結
氷
し
た
ド
ナ

@
 

ウ
河
(
帥
σム
ロ
ロ
ロ
削
σ)
を
渡
っ
た
ベ
ル
ケ
の
軍
隊
は
ビ
ザ
ン
ツ
領
深
く
侵
入
し
て
イ
ッ
ズ
ヅ
デ
ィ

1
ン
を
救
出
し
、

一
方
の

ベ
ル
ケ
の
御
前
へ
連
れ
て

い
っ
た
。
ベ
ル
ケ
は
彼
を
大
い
に
慰
撫
し
た
後

「
ω己
5
包

と

ω
E
E
を
イ
ク
タ
!
と
し
て
彼
に
授
け
た
」
と
い
ヤ

以
来
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

ー
ン
は
ル

l
ム
に
鯨
る
事
な
く
、
異
園
に
あ
る
事
十
八
年
の
後
一
二
七
九
年
ク
リ
ミ
ア
で
他
界
し
た
。

プ
チ

ャ
ク
草
原
を
椅
時
々
と
す
る
過
程
で
バ
ル
カ
ン
半
島
に
残
し
た
遺
民
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
り
な
が
ら
も
向
ト
ル

コ
語
方
言
(
の
白

mgN語
)

イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
が
ビ
ザ
ン
ツ
、

キ



@
 

を
話
す
人
々
と
し
て
現
在
に
到
っ
て
い
る
と
い
う
。

ス
ル
タ
ン

・
イ
γ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
・
カ
イ
カ
1
ウ
ス
は
ガ
ガ
ウ
ズ
と
し
て
そ
の
名
を
今
日

に
留
め
て
い
る
の
で
あ
る
。む

す

び

本
稿
で
は
イ
て
ス
・

ル
ク
ン
兄
弟
の
ス
ル
タ
ン
位
争
い
を
中
心
に
一
二
四
三
年
に
始
ま
る
モ
ン
ゴ
ル
侵
入
後
の
ル

l
ム
の
政
治
史
を
考
察
し

て
来
た
。
そ
の
結
果
以
下
の
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

l 

一
二
四
三
年
の
キ
ョ
セ

・
ダ
グ
の
戦
い
を
中
心
と
し
た

パ
イ
ジ
ュ
の
ル

l
ム
侵
攻
は
短
期
的
な
遠
征
の
枠
を
越
え
る
も
の
で
は
な
か
っ

fこ2 

一
二
四
五
年
の
ス

ル
タ
ン

・
ギ
ヤ
l
ス
ッ
デ
ィ
l
ン
の
混
後
ル

I
ム
の
園
政
は
バ

ト
ゥ
側
の
ハ

l
キ
ム
日
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
l
ン
に
よ
り

一
二
四
九
年
の
サ
l
ヒ
ブ

・
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

I
ン
の
死
後
、
イ
ッ
ズ
・

ル
ク
ン
兄
弟
の

ス
ル

タ
ン
位
争
い
が
開
始
さ
れ
た
が
、

-135ー

掌
握
さ
れ
て
い
た
。

3 

そ
の
護

端
は
モ
ン
ゴ
ル
の
大
カ
ン

・
グ
ユ
ク
に
よ
る
裁
定
で
あ
っ
た
。

一
二
四
九
年
と
一
二
五
四
年
の
二
回
イ
ッ
ズ

・
ル
ク
ン
兄
弟
は
ス
ル
タ
ン
位
を
め
ぐ
っ
て
戟
を
交
え
た
が
、

ン
側
の
勝
利
に
移
り
、
ス
ル
タ
ン
位
争
い
で
優
勢
で
あ
っ
た
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

1
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
封
し
、

5
、
一
二
五
六
年
の
バ
イ
ジ
ュ
の
第
二
次
ル

1
ム
侵
攻
に
よ
り
、
イ
ッ
ズ
γ
デ
ィ

l
ン
の
優
位
は
覆
さ
れ
、

い
ず
れ
も
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l

4 

濁
立
の
姿
勢
を
保
っ
た
。

兄
弟
に
よ
る
園
土
二
分
の
事
態
に

到
っ

た
。

6 

一
一
一
六
一
年
フ
ラ
グ
の
直
接
的
な
支
援
の
下
に
ル
ク

ヌ
ッ
デ
ィ

1
ン
が
ス
ル
タ
ン
と
し
て
即
位
し
、

イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
は
ビ
ザ
ン
ツ
へ

亡
命
し
た
。
イ
ッ
ズ
ッ
デ
ィ

l
ン
の
亡
命
に
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
人
の
ル
l
ム
征
服
は
完
成
し
た。

383 

イ
ッ
ズ
・
ル
ク
ン
兄
弟
の
ス
ル
タ
ン
位
争
い
は
そ
れ
自
韓
ル

l
ム
の
圏
内
的
問
題
で
あ

っ
た
が
、

こ
の
争
い
は
同
時
に
モ

ン
ゴ
ル
帝
圏
内
部
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の
動
向
に
深
く
開
る
問
題
で
あ
り
、

モ
ン
ゴ
ル
人
は
こ
の
ス

ル
タ
ン
位
争
い
を
通
じ
て
ル

l
ム
を
征
服
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

我
々
は
今
後

こ
の
様
に
し
て
成
立
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
の
ル
1
ム
支
配
が
如
何
に
進
行
し
た
か
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。
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ζ
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O
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ミ
z
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送
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F
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神
宮
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目
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H

∞
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S
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ド
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ソ
ン
(
佐
口
透
-
諜
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モ
ン
ゴ

ル
帝
園
史
四
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京
、
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一

O
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目
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o
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S
叫
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Z
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Z
o
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O
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Z
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Q
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E
r
叫
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Z
ロ
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r
ロ
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同
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叶
H
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こ
の
他
ル
l
ム
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
西
暦
十
三
世
紀
の

小
ア
ジ
ア
」
(東
洋
史
研
究
三
八

!
凶
)
を
参
照
。

③

こ
の
戦
い
に
到
る
情
況
は
』
・
玄
巳
ロ
N

・
2

ロ
2
2
5
t『問

g
m
r円

防
ロ
陶
向
。

EMnroロ

ω己仏
Mnrcroロ

ι
5
何
回
押
印
円
}
百
五
ロ
ロ
間
的
印
円

r
Z円
}
三
曲
目

日ハむ河内宮町
1

。SH
E
N
与
え
ミ

N町
、
2
3
R
N
N・
ロ
・

(SJ可

ω)
に
詳
し
い
。

④

ス
ィ
ヴ
ァ
ス
は
モ
ン
ゴ
ル
震
に
削
到
し
て
自
渡
的
に
降
服
し
た
魚
住
民
の

殺
数
を
免
れ
た
が、

カ
イ
セ
リ
は
モ

ン
ゴ
ル
軍
に
抵
抗
し
た
魚
住
民
と
守

備
隊
は
征
服
後
モ
ン
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the tenant.”

　　

Studies on this area have tended to stress this aspect―the way in

which the magistrates protected the landlords' interests, while neglecting

to discuss their responses to the tenants' demands. In fact,however, the

tenants made demands on the magistrate for controlson the levels of rent

set by landlords. It is clear that in cases where magistrates responded to

these demands, whether passively or formally, the tenants would often

use this as ａ pretext for resisting the landlords｡

　　

The prevailing view of the role of the magistrates―as the public

authority,“accepting the people as his sons, and abhorring evil as his

enemy ”，meant that they could not put the tenants' problems aside｡

　　

This

　

articleｅχamines　some of the functions of these magistrates,

especiallyin the area of tａχand rent collection,in a preliminary attempt

to confirm the above points.

THE RCM SALTANAT AFTER THE MONGOL

　　　　　　　　　　　

INVASION

ITANI Kozo

　　　

After the invasion of Rum by Bayju Nuyan in A.D. 1243 (the battle

of Kose Dagh) the Rum Saltanat surrendered （が）tｏ the Mongols, but

did not come under their direct control. According to the accounts of Ibn

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
Bibi, Aqsarayl, the anonymous Ta'rlkh-i Al-i Saljuq and Bar Hebraeus

which are the most important sources regarding the Rum Saltanat, the

following facts are clear.　From 1243 t0 1249 a man called ｓａｈｉｈShams

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

丿

　

●
al-Dln Isfahan!, who had become ｈａｋｉｍunder the auspices of Sayin Ｗｉａｎ

(Batu) in the Qifchaqsteppe, reigned in Rum with despotic power. After

the sa今治was ｅχecuted by order of the Great Khan Guyuk in 1249, the

supporters oi ｓｕltａｎ　'Izzal-Din Kay-kawus II, who had twice rejected

challenges for the ｓｕltａｎ-shipby the latter's younger brother Rukn al-Dln

Qilich Arslan IV, took the administration of the Saltanat into their own

hands and strived to secure the independence　of the national administ-

ration.

　　　

However, in 1256 Bayju again invaded Rum, in conjunction with the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－5一



Western Expedition of HQlagu khan. With the defeat of the army of

the Saltanat, "Izz al-Dln 丑ed to Lascarids of Nicaea, and Rukn al-Din

became sulほ７１of Ｒａｍ｡

　　

The following year, 'Izz al-Dln returned to the capital （£）Ｏｒal-Ｍｕlk）

Quniya, and shortly after the territory of the Rum Saltanat was divided

in two, with the agreement of Hulagu khan. But in 1261 Izz al-Din

again had to flee, this time to Michael VIII Palaeologus of Istanbul, in

the face of the advancing Quniya-army of Rukn al-Din, who received full

support from the Mongolian army｡

　　

From the above it seems to me that the subjugation of the Rum

Saltanat by the Mongols was completed with the fleeing ｏｉ　ｓｕltａｎ　’Izz

al-Dln from Rum in 1261.

６－


